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4

米
園
錨
鋼
業
日
い
於
げ
る
経
済
力
の
集
中

米
岡
銭
鋼
狽
占
費
本
白
経
営
形
態
及
び
集
中
皮

米
関
織
鯛
企
業
を
企
業
形
態
別
「
分
類
す
れ
ば
(
一
)
繊
鋼
一
貫
メ

l
カ

ー
、
三
一
)
製
鋼
摩
延
メ
ー
カ

ー
、
二
一
)
車
駅
メ
ー
カ
ー
、

(
問
)
製
銑
メ
ー
カ
ー

ω四
形

態

ι分
ち
得
る
。
こ
白
四
形

態
別
仁
各
生
産
闘
力
仁
つ
い

て
観
察
す
れ
ば
第
一
表
に
示

さ
れ
る
如
〈
、
一
貫
メ
ー
が

1
D
占
め
る
比
率
が
極
め
て

高
い
。
し
か
も
こ
白
一
貫
メ

ー
カ
の
地
作
は
結
合
企
業

形
態
叩
高
度
惜
を
通
じ
一
層

強
化
さ
れ
て
い
Z
。
即
ち
鍛

鋼
企
業
の
翠
畏
は
鍛
鋼
生
産

の
み
な
ら
今
、
下
部
構
詰
U

企業形態別生葎能カ

企業形態 I曾醐I工場数i製能銑力 I製能鋼力 I製能品力

タ話 %1 砲

銑鋼一貫 26 49 91 89.4 87.6 
メー力{
製鋼麗延 57 83 - 10.6 6.9 
メーカー

211 5.6 

製銑メ戸カー 18 38 

第 1表

(資料)新扶桑金属調査室繭による

来
園
醐
鋼
業
に
於
け
る
極
済
力
回
集
中

'" 

中

村

忠、

品
川
坑
及
び
額
石
採
掘
業
か
色
上
部
構
浩
H

詩
機
械
工
業
迄
含
み
、
叉
障
々

運
搬
設
備
合
も
識
瞥
す
る
徒
断
的
大
鮪
合
形
態
を
と
っ
て
い
る
。
職
前
で

原
鏑
採
掘
か
ら
製
品
生
産
に
至
る
貫
作
業
炉
行
う
曹
枇
は
一
八
社
に
蓮

し
て
い
る
が
、
か
か
る
綜
合
的
結
合
的
企
業
形
態
は
五
大
鑑
鋼
企
業
仁
於

け
畠
懐
準
的
解
骨
形
態
で
あ
ワ
て
他
形
態
企
業
白
も
っ
て
い
な
い
ご
つ
り

優
位
性
を
も
っ
て
い
る
c

部
ち

川
間
企
業
競
守
能
力
正
於
て
決
定
的
カ
を
も
っ
て
い
る
。
郎
ち
一
方
で

は
鍛
額
石
、
及
び
石
城
資
源
白
確
保
に
土
っ
て
原
綿
債
格
自
謬
者
世
か
ら

(
る
企
業
締
瞥
の
附
雛
化
世
克
服
し
、
他
方
で
は
原
潤
債
格
釣
上
げ
政
策

に
よ
る
調
占
的
超
品
利
潤
理
得
の
可
間
性
を
も
つ
こ
と
が
こ
れ
で
あ
忍
。

(
例
え
ば

z
p
ー
湖
錦
繍
石
個
格
白
岡
電
化
政
策
を
見
よ
)

働
下
部
私
謹
か
ら
最
高
段
階
に
至
る
迄
、
相
互
に
緊
密
な
需
要
着
目

供
粉
者
の
関
係
を
同
一
企
業
仁
内
包
す
Z
繍
鋼
業
の
騨
瞥
輩
在
中
間
流

通
溢
程
を
整
理
統
一
す
る
こ
と
か
ら
他
の
非
一
貫
企
業
白
持
た
な
い
特
殊

利
潤
の
獲
得
と
利
潤
寧
安
定
と
不
っ
特
賞
や
持
も
、
叉
上
下
部
門
の
依
岳

閥
係
を
卑
な
る
従
断
的
繕
合
か
ら
横
へ
の
一
摘
張
を
作
う
結
A
A
n
u
同
一
段
措

第

七

十

巻
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優
位
性
守
強
化
せ
し
め
て
い
る
。

実
じ
濁
占
資
本
田
集
中
庭
に
つ
い
て
曾
社
別
に
こ
れ
を
一
目
す
と
第
四
表

第
五
衰
叩
遁
り
で
あ
る
。
製
銑
能
力
の
集
中
に
闘
し
て
見
る
と
三
大
企
業

で
は
ム
ハ
一
列
、
二
一
大
企
業
で
は
八
八
・
二
財
に
蓮
し
、
時
間
飴
企
業
(
大

宇
は
製
銑
官
祉
)
は
一
一
二
一
%
に
す
ぎ
な
い
。
製
鋼
能
力
に
つ
い
て
見

る
k
一
五
大
企
業
は
平
臨
時
間
カ
の
八
九
%
、
鴎
燈
園
田
カ
の
一
O
O
%
宅口

め
普
通
鋼
生
産
能
力
の
大
半
を
手
中
仁
牧
め
、
残
飴
六
回
企
業
(
大
中
は

製
鋼
匪
延
メ
ー
カ
ー
)
は
僅
か
仁
電
気
随
能
カ
で
五
七
%
を
占
め
て
い
品

に
す
ぎ
な
い
。
製
品
生
寵
能
力
に
つ
い
て
見
る
と
践
時
中
豆
大
企
業
が
著

、
し
〈
製
品
能
力
を
増
加
し
、
一
貫
作
業
形
態
ぞ
よ
h
強
化
せ
し
め
た
結
果

豆
大
曾
祉
の
手
中
に
集
積
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
一
一
一
大
企
業
で
茸
七
・
四
%
、

一
昨
一
一
一
大
企
業
で
は
八

恥
二
・
七
%
に
謹
し
、
残

d

儀
企
業
(
大
半
世
製

B
D
 

旧
よ
鋼
医
彊
及
び
翠
嵐
官

印

刷

一

号

は

]
E
U

・2
1
問

問

J
H

に
す
ぎ
が
、
鍛
鋼
業

o
n
 

c
m
で
白
濁
占
資
本
へ
の

帥
円
集
中
は
著
し
〈
強
か

U
回

っ
た
。
で
は
以
下
こ

れ
色
調
占
資
本
が
職

後
四
何
に
し
て
ぞ
の

費本の集中

官 証 名 提本下棚資 構比成車 骨比車算

NSスナール 1，718 40 40 

p主主主 V~ 品， 657 15 55 

.9 ，..，プ 9.yJl 329 8 63 

ジョンラ 7.9 :/ 198 5 68 

ヤンク守スタウ y 199 5 " 
デショナル 180 

インラ y!-"" 143 

アルョア 132 3 83 

(資料)

露目表

米
同
醐
鋼
業
に
骨
け
る
経
済
刀
の
集
中

支
配
力
企
強
化
し
た
か
を
具
盤
的
に
指
摘
し
よ
う
。

濁
占
費
本
支
配
力
強
化
D
諸
指
標

-
満
占
摺
格
白
担
割
的
吊
上
げ

戦
後
鏡
銅
憤
格
強
制
的
吊
上
げ
に
闘
す
る
具
盤
的
指
標
と
し
て
一
九
四

九
年
の
債
格
吊
上
げ
の
基
本
的
性
絡
を
明
ら
か
な
ら
し
め
よ
う
。
錨
鋼
濁

占
資
本
は
こ
の
一
九
問
九
年
二
一
月
に
於
け
宅
債
格
引
上
げ
に
謝
し
二
つ

由
理
由
払
ザ
込
上
げ
て
い
る
。
即
ち
向
鋳
掛
コ
ス
ト
の
上
昇
、
何
材
掛
友
び

サ
ー
ビ
ス
ヨ
ス
ト
の
増
加
が
そ
れ
で
あ
る

平均基準憤楕の上昇推移

ト41._194池年平均建
|準頂格か ι目上昇

第 7表

第

七

十

巻

1.36 {弗)

5.10 

3.30 

間

1944年12 )j ~1946年 1 且

1946年 1 月 ~1946.年 3 月

1946年 3 月 ~1947年 8 月

期

6.18 1947年 8月___1948年 1月

1948年 1 月 ~1948年 4 月

1948年 4月一1948竿6月

部

(一)10.96 

0.60 
観

10.18 

(ー) 0.30 

2.62 

19-48年 6月__1949年 1月

1949'子 1 月 ~1949年11月

1949年11 且 ~1949年12月

同
質
働
づ
ス

卜
。
識
鋼
資
本

は
傍
働
コ
ス
ト

上
昇
心
理
由
と

し
て
年
保
険
金

=
ス
申
増
加

守
取

b
あ
げ

る
。
然
し
例
主

ば
ペ
ス
レ
へ
ム

枇
で
は
そ
の
年

費
用
は
寅
上
の

一
・
ご
%
乃
至

一
二
一
件
で
み
の

1ron age より(資料)



来
園
蝿
鋼
業
に
於
け
る
腫
済
力
回
集
中

h
、
一
九
五
O
年
仁
は

0
・
七
%
乃
至
0
・
八
%
り
増
加
は
し
で
い
忍
炉
、

こ
り
許
慣
が
直
ち
仁
販
質
慣
祐
四
何
以
上
の
上
昇
を
も
士
ら
す
も
り
と
は

思
わ
れ
な
い
。
叉
ヤ
ン
グ
ス
タ
ウ
シ
で
は
ぞ
り
費
用
は
買
上
。

0
・
九
%
、

ホ
イ
u
p

ン
グ
で
は
一
・
一
%
乃
至
一
・
一
一
%
で
あ
h
、
従
っ
て
こ
れ
ら
勢

働
コ
子
F
D
増
加
は
阪
貿
債
格
四
阿
の
増
加
よ
り
遁
か
に
少
な
い
。
而
も

各
一
昨
と
も
境
国
ち
ス
ト
甲
増
加
以
上
に
高
度
化
し
た
眠
産
性
骨
考
慮
に
入

れ
て
い
な
い
。
年
間
努
働
生
産
性
の
培
加
(
二

μ乃
亜
三
区
〕
は
勢
同
ヨ

ス
ト
白
上
司
骨
骨
節
約
し
て
あ
一
ま
り
が
あ
お
。

向
材
料
及
び
サ

l
ピ
ス
コ
ス
ト

一
九
四
八
年
中
期
以
降
石
茨
友
び
銑
織
債
格
は
一
ニ
%
織
錦
石
恒
格
は
約

一
五
%
の
晴
加
を
一
市
じ
て
い

t
M、
コ
ー
ク
ス
は
五
%
申
下
落
吉
田
し
、
叉
ー

ス
ク
ラ
ッ
フ
債
権
も
下
落
し
て
い
あ
。
尤
も
購
入
電
力
三
・
入
%
、
運
議

費
九
%
の
よ
昇
を
示
し
て
い
る
が
、
使
同
非
金
属
は
ご
O
%
以
上
燃
耕

石
油
二
O
%
の
債
格
下
落
宝
耳
し
て
い
る
。
経
っ
て
一
九
四
入
年
見
本
か

ら
算
定
し
に
材
料
開
健
用
指
数
に
よ
石
川
製
鋼
材
耕
費
用
符
成
か
ら
判
断
す
れ

ば
、
材
岨
伺
及
び
サ

l
r
ス
コ
ス
ト
の
上
昇
が
慣
ち
に
阪
貿
憤
格
四
%
白
引

上
け
を
も
七
ら
す
も
但
'
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
ま
し
て
U
S
ス
チ
ー
ル
を

始
め

E
大
企
業
は
曾
祉
自
由
石
炭
、
織
韻
石
、
銑
銭
を
所
有
し
毛
の
結
合

的
影
態
を
と
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
鏡
鏡
石
原
料
債
絡
の
上
昇
は
極
め
て
僅

か
、
或
い
は
、
査
〈
影
響
K
T
興
え
宇
、
而
も
他
方
織
鏑
石
版
貸
岡
田
絡
上
回
肝

は
直
接
利
径
を
も
に
ら
し
七
。

縫
っ
て
一
九
四
九
年
一
一
一
月
に
於
け
る
織
鯛
債
格
引
上
げ
は
債
格
刊
の

第
七
十
巻

= 
I!!l 

第

現

E耳

相
関
関
係
か
ら
は
何
も
E
蛍
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
は
与
〈
、
賃
端
的
一
晴
加

が
な
い
匙
か
ら
債
格
下
落
申
険
地
を
残
す
も
の
で
あ
る
。
而
b
一
九
四
九

年
は
一
九
四
八
年
じ
比
較
し
て
U
S
ス
チ
ー
ル
ニ
入
%
、
ペ
ス
レ
ヘ
ム
一

O
%
昭
利
潤
寧
増
加
を
示
し
て
い
る
。
従
っ
て
か
か
る
債
格
吊
上
げ
は
超

過
利
潤
獲
得
の
た
め

mp濁
占
資
本
り
技
術
的
操
作
に
他
な
ら
な
い
。

E

自
己
金
融
白
蜜
展

餓
銅
猫
占
資
主
は
以
上
に
指
摘
レ
た
如
き
超
過
利
潤
獲
得
の
宮
現
と
同

時
仁
こ
由
一
部
そ
批
内
に
留
保
し
ヂ
産
資
本
白
金
融
的
慕
礎
と
し
て
利
用

し

ε白
支
配
カ
を
更
じ
強
化
し
得
に
。

と
の
自
己
金
融
化
は
リ
ン
テ

b
『
一
九
二
九
年
以
後
第
二
夫
大
践
に
至

る
期
聞
の
巨
大
曾
祉
終
瞥
の
特
徴
は
自
己
金
融
の
鼓
展
で
あ
っ
た
。
』

(円

E
F
u
n
s
s
E
E押
さ
問
。
内
開
E
g
E
n
官
需
二
室
。
)
と
指
摘
し
て
い

る
遜
h
、
ア
メ
u
y

カ
産
業
界
に
於
て
は
勤
前
か
ら
設
備
資
金
と
し
て
銀
行

理
金
の
必
要
を
病
E
感
じ
な
い
泡
に
設
麗
し
、
銀
行
信
用
の
有
用
性
を
更

に
減
退
せ
し
め
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
既
に
慕
礎
自
確
立
し

.r企

業
に
於
て
は
そ
の
資
本
設
備
の
一
改
善
の
仁
め
の
一
資
金
を
盆
々
多
〈
彼
巴
自

身
心
蓄
積
資
金

l
そ
れ
は
事
〈
滅
償
償
却
費
用
υ
形
一
じ
現
わ
れ
る
の
中
か

ら
晴
わ
れ
て
い
た
。
こ
由
自
己
金
融
の
抗
態
に
つ
い
て
餓
鋼
業
白
代
表
的

企
業
た
る
U
S
λ
テ

I
ル
祉
に
つ
い
て
み
る
と
一
九
一
一
一
年
か
ら
一
九
三

八
年
温
を
集
計
し
て
毛
田
自
己
金
融
に
よ
る
資
金
調
建
及
び
そ
白
支
出
配

分
に
つ
い
て
み
る
と
第
八
表
の
週
h
で
あ
る
。
こ
れ
は
遁
常
申
扶
態
白
下

で
は
リ
γ
テ
も
指
摘
す
昌
如
〈
℃
S
ス
テ
ー
ル
及
ぶ
そ
の
4T
曾
枇
は
金
時
畑



U.S.スチール由自己金融

右

1，102百万弗

910'ゐ

192 " 

938タ

50 (-

186タ

240タ

1，606百万弗

1，222 j-

333 " 

51 ~ 

1，606タ

T.N.E.C.嗣べによる

潤

向(間賞支配輯)

(軍士内留保部分)

減個償却引差額

揖金排戻

運車車主主本の械少

普通株買却

間備投突の錦の憤ぃ
得る主主企骨計

設備投資凶鴬の向費

債務償還

普逼株に到して
交換された護金

合計

第 8表

(資料〉

l'J 

的
仁
は
自
足
申
吠
態
に
あ
っ
た
。
而
も
U
S
ス
チ

l
u
w
で
申
こ
申
生
産
設

備
に
劃
す
る
資
金
支
出
日
知
何
な
る
方
向
に
行
わ
れ
七
か
仁
つ
い
で
み
ず
白

色
、
-
八
年
間
に
U
S
ス
チ
ー
ル
の
鋼
塊
生
産
能
力
は
三
一
七

O
寓
ト
ン

か
ら
一
二
五
八
O
蔦
t
ン
に
増
加
し
て
hr
る
が
、

U
S
ス
ナ

l
F
が
設
備
投

資
で
主
要
な
努
力
を
掛
っ
た
も
の
は
錨
鋼
生
産
能
カ
申
増
加
よ

b
bむ
し

ろ
『
加
工
過
程
設
備
白
近
代
化
』
(
冨

E
o
E宣
言
己
主

EMmrzroEE)

ア
あ
っ
た
。

所
で
こ
の
自
己
金
融
化
由
傾
向
は
大
殿
を
媒
介
と
し
て
職
後
著
し
〈
強

化
さ
れ
に
。
即
ち
織
銅
猫
占
資
本
で
申
自
己
金
融
は
そ
の
収
益
の
増
加
に

砕
い
著
し
〈
高
め
ら
れ
て
い
石
。
自
己
金
融
の
震
展
に
つ
い
さ
京
す
と
第

ヰ
ホ
園
蝿
鋼
業
に
於
け
る
程
調
力
目
集
中

九
表
白
遁

h
で

あ
石
。
か
か
る

社
内
に
沈
積
巴

れ
る
貨
幣
資
本

の
晴
加
は
企
業

申
自
由
に
支
回

し
得
る
貨
幣
資

金
の
増
加
で
あ

っ
t
、
モ
の
結

果
大
曾
祉
で
の

資
本
力
は
極
め
て
強
め

ιれ
て
い
る
。
従
っ
て
餓
鋼
淘
占
資
本
は
運
開
資

金
と
し
て
利
月
す
る
と
同
時
に
、
設
備
資
金
の
調
達
を
外
部
か
ら
白
融
資

に
依
存
せ
守
、
又
新
し
い
株
式
授
行
に
依
存
す
る
こ
と
な
〈
そ
白
式
部
会

を
自
己
金
融
に
よ
り
賄
い
沼
市
h
L
。
U
S
ス
ヲ

1
ル
世
例
に
と
れ
ば
同
社
は

職
後
自
己
金
融
に
よ
っ
て
淳
鵠
資
金
を
賄
っ
た
上
莫
大
な
設
備
授
費
者
も

凡
て
賄
い
、
し
か
も
、
長
期
負
債
は
こ
白
問
、
前
年
に
比
較
し
て
一
九
四

む
年
士
一
九
六
七
入
国
二
弗
、
}
九
四
八
年
五
六
七
五
一
一
七
弗
の
誠
少
を

一
訴
し
で
い
る
。
従
っ
て
打

8
ス
チ

W
祉
に
於
マ
」
は
、
自
己
金
融
に
よ
っ

て
道
陣
資
金
、
設
備
資
金
が
賄
れ
た
上
長
期
負
債
の
返
却
仁
も
使
用
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
他
の
繍
鯛
濁
占
資
本
に
於
で
も
指
摘
8
れ
る
色
と
ろ
で

あ
っ
亡
。
例
え
ば
一
九
五

O
年
設
備
資
金
支
出
(
設
備
横
喪
近
代
化
)
計

霊
に
つ
い
て
み
る
と
四
四
五
百
高
ド
ル
町
中
八
八
%
が
白
己
金
融
仁
ょ
っ

自己金融白壁展(八大骨量士)
(草色t百万ドル)

年女 I自己(A金)融I湘(察B本rIA/ 
1941 354 4，987 7.1 I 
1942 354 4-，693 7.5 

1¥;143 394 4，380 9.0 

1944 391 4，288 9.1 

1945 会41 3，958 11.1 

1!J46 257 4，201 6.1 

1947 382 

1948 506 5，338 

(費料)moudy，“Industry 1949" 
より搾成

第 9衰

第
七
十
春

主主

第

銃

五



米
園
鍛
鋼
業
に
於
け
る
紐
漕
力
目
集
中

て
賄
わ
れ
祉
債
・
銀
行
、
そ
の
他
貸
付
に
よ
る
資
金
調
謹
は
僅
か
仁
一
一
一

μ仁
す
ぎ
な
い
Q

し
か
も
E
れ
ら
の
設
備
資
金
支
出
は
生
葎
能
力
横
山
ん
の
に
め
設
備
擁
張

主

h
も
む
し
ろ
近
代
化
の
方
向
仁
よ
り
多
く
の
安
全
日
炉
支
出
さ
れ
て
い

お
。
郎
ち
一
凡
四
九
年
記
産
業
資
金
支
回
で
は
託
代
化
の
た
め
に
引
が
支

出
さ
れ
、
更
仁
一
九
五

O
年
に
於
り
る
産
業
資
金
支
出
の
計
費
仁
で
は
設

備
摘
援
の
に
め
白
資
金
は
僅
か
一
四
%
に
す
ぎ
中
、
八
六
%
が
設
備
の
近

代
化
の
に
め
に
支
出
さ
れ
て
い
る
。

rが
散
後
山
自
己
金
融
化
傾
向
仁
於
て
最
も
特
徴
的
で
あ
る
の
は
濁
占

利
潤
の
増
加
ド
謝
隠
し
で
祉
内
情
保
が
自
己
金
融
で
占
め
る
比
率
が
著
し

〈
増
加
し
た
こ
と
で
あ
司
令
。
卸
ち
戦
後
株
式
配
常
は
著
し
く
増
大
し
て
い

る
に
拘
ち
守
、
第

O
表
、
第
一
一
表
に
一
市
さ
れ
る
遁
hJ
配
曽
の
晴
加
は

第10表

年次 株式資本 配官民日嘗雪

1941 

22222，，，，，22221316604 3 3 7 8 
1942 119.6 I 5.4 
1943 121.9 I 5.5 
1944 120.7 5.3 
1945 120.4 δ6 
1946 2，077 HJ9.6 6.3 
1947 2，073 151.8 7.5 
1918 2，:-l02 204.9 8.9 

八五脅祉株配営帯
( 位百万弗)

第 11表

年女同盆休 未開(B賞)金 A/B 

1941 

盆I2王l22洲畑山mm腕W4z前z R 
1a22s 2Lj岬J脚3k1IF錨8ω 4@ 7 1 

49.6 
194:1 25.2 
1943 21:7 
1944 18.8 
19凶5 21.1 
1946 10 44.9 
1947 17 53.8 
1948 4，4411 23，929 53.9 

(養料) 第10，第11表共 Moudy;
“Industry 1949"より作成

社内留保事(八大昔祉)
(車位万γル)

第
七
十
巻

プ守

第

抽

ヨ
→ 
{ ，、

利
潤
増
加
に
劉
岡
崎
せ
歩
留
保
事
は
著
L
〈
高
く
な
っ
て
い
る
。

こ
申
表
仁
よ
れ
ば
戦
後
三
年
間
八
大
曾
祉
仁
於
げ
る
利
潤
未
配
世
田
金
は

五
一
七
一
一
八
四

O
一
O
弗
ド
達
し
、
こ
の
期
間
仁
於
り
る
利
潤
収
益
九
九

(早位百万弗)

年衣 11941 l叫
"1山 1

1幽 1945 1940 1947 1948 

慨自己内金担(LAB融保) J 
354 353 393 390 440 2o6 882 506 

121 41.5 33.2 27.9 32.0 101 176 239 
f 

A/B ~ 34 12 8.5 8.4 7.3 39.8 46.3 47.4 

"-，，，岳、"円、 " 

自己金融資金中社内留保田占める比率第12表

主り作成IndustTY 1949 Moudy (資料)

(車位百万弗)

年次 公f査稽本棟(A内M最土内(B留)保1長期(C負〕債1十A+C=B Di |ιA./D 日 B/D 1 C/D 

1941 

z2B22温2民pAぷ3蜘m 仰間m 1也7us d 

801 695 

F23S2SS41KL川ぷA7Jγ醐M泌3加2混7 当E 

60.1 21.4 18目7
1942 917 627 58.7 24.4 16.7 
1943 925 576 59.4 2H47 .9 15.6 
1944 

1111，j，O02048986 6 1 9 

却9 59.3 .3 13.3 
1945 414 59.6 28.9 11.5 
1946 445 57.5 30.2 12.3 
1947 489 53.6 33.o 12目9
1948 1，557 565 52.7 35.7 11.6 

成

より作成

構

1ndus try 1949 

本資

Mα，dy 

場開表

(費料)



八
四
入

O
ニ
二
七
弗
の
五
二
%
に
柑
首
し
、
こ
れ
ピ
け
で
職
後
吉
田
純
固

定
資
産
に
翻
す
る
捜
査
金
甲
大
半
ぞ
賄
う
事
炉
出
来
、
同
己
金
融
資
金
中
、

耐
内
額
保
全
白
占
め
る
比
率
は
第
二
一
表
に
一
市
3
Mれ
る
遁
b
著
い
〈
高
〈

な
っ
て
い
る
。
従
つ
で
八
大
脅
社
資
本
構
成
め
推
移
ド
つ
い
て
見
て
も
戦

時
中
か
ら
職
後
に
か
け
で
株
式
資
本
枇
内
沼
保
長
期
負
国
国
の
構
成
比
卒
の

傾
向
は
長
期
負
債
及
が
株
式
資
本
の
比
以
下
が
念
激
に
減
少
し
た
白
に
封

し
、
社
内
留
保
司
占
め
る
比
弔
が
著
し
く
噌
加
し
で
い
る
。
乙
司
こ
と
は

謂
券
資
本
炉
設
備
投
喬
に
劃
す
る
役
割
b
句
減
少
H

固
定
設
備
投
資
が
猫

占
資
本
の
自
己
金
融
の
培
大
町
結
果
、
持
俗
資
本
に
依
存
す
る
よ

b
自
己

資
本
に
依
存
す
る
度
合
が
強
〈
な
つ
に
こ
と
ま
示
す
も
の
で
め
品
。

巨
い
か
こ
り
白
己
金
融
の
故
に
時
鋼
濁
占
資
京
と
金
融
機
関
と
の
結
び
付

きれ
γ
杏
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
国
占
産
築
資
木
の
量
気
醐
出
動
に
よ
る
動

揺
を
支
え
る
一
般
的
支
障
が
貨
幣
資
本
で
あ
る
以
上
、
構
造
的
危
機
の
傑

化
に
よ
る
景
気
動
橋
前
大
に
な
れ
ば
な
る
ほ

E
窪
鴎
資
金
に
於
で
ま
す
ま

す
金
融
機
関
へ
の
依
存
が
大
き
〈
な
る
こ
と
は
否
定
し
得
な
い
。
市
も
今

日
唱
に
は
全
融
は
車
に
私
的
金
融
で
は
な
く
、
圏
一
品
財
政
支
出
を
中
心
と
す

る
。
円
己
金
融
白
護
団
世
は
こ
の
図
説
資
金
支
出
に
よ
る
と
乙
ろ
が
極
め
で

大
で
あ
る
。
品
位
つ
で
濁
占
資
京
の
限
界
に
於
で
金
融
資
本
日
止
揚
さ
れ
る

こ
と
は
品
唱
え
得
な
い
。
し
か
し
自
己
金
融
の
精
果
資
金
的
に
金
融
機
関
へ

の
依
存
度
肝
少
い
ー
と
こ
ろ
に
ア
メ
リ
カ
鎚
鋼
濁
占
資
本
四
特
質
が
あ
る
。

E

置
縄
敷
居
聞
係

以
上
に
指
摘
し
た
円
己
金
融
の
設
展
は
産
業
資
金
支
出
の
決
官
稽
を
あ

米
国
輯
鋼
業
に
於
灯
る
鯉
済
力
。
集
中

、

る
時
度
大
産
莱
脅
社
主
役
の
手
に

mvfね
る
子
と
に
よ

h
料
管
重
役
り
支

配
ぞ
遁
じ
で
小
株
主
や
犠
牲
と
す
る
濁
占
資
本
白
地
何
世
強
化
ぜ
し
め
て

い
る
。
特
ド
宣
投
兼
任
関
係
に
よ
ワ
て
濁
占
菅
木
崎
支
翫
カ
を
蓄
し
ぐ
強

化
せ
し
め
あ
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
こ
れ
は
現
在
で
は
イ
ン
タ

ν
ス
ト
ヨ

ミ
テ
ィ
な
る
無
形
の
接
合
機
闘
を
通
じ
金
融
資
本
ぞ
紐
帯
と
す

Z
E
大
企

業
間
の
結
び
つ
き
H
重
役
謙
作
関
係
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
で
押
し
世
一

め
ら
れ
で
い
る
。

U
S
ス
チ
ー
ル
世
相
割
象
と
し
で
こ
白
関
係
に
つ
い
で
見
る
と
弐
の
如
き

欣
態
に
あ
っ
た
。
却
も
ス
チ
ー
ル
は
偲
費
産
=
0五
億
九
に
上
る
一
三
一
枇

と
の
聞
に
一
名
以
上
の
重
役
兼
任
闘
係
色
有
す
る
。

U
S
ス
チ
ー
ル
重
役

役
員
の
兼
任
状
態
を
一
市
す
と
第
二
凶
表
、
抽
楓
奇
書
陸
一
億
邦
以
上
申
一
且
大
曲
同

社
と
D
関
係
は
第
一
主
表
の
遁
h
r
あ
る
。

U
S
ス
チ
ー
ル
に
於
い
で
乗

重役役員教:t-T:J状態
(u.sスチール)

人 者 |貫録
Edward R. Stdtinu邑 4 

William A. Irvin 。“ 

J JNBFNaeha.血nP1t1IhJe.1a，ps aIMn 1F3AR1o1n IL •• rbgFF eCarMan lt iaFd.kaee Mlsrs lIlel渇白S 

11 
2 
1 
9 
3 
3 

Thomas W. Lamoust 11 

DGSEueneazwzovdires Iegd lrl e Ss LFLAM.B.f，HAo目Vr叩vg。oea阻sorn ty r岨"hees 

5 
5 
5 
9 
2 

LeQn Frase 10 

IM円RyozEnbUgeZE rSt C.C.O.TSlad tualnolr ey 
E 
7 

21 

第[4衰

第

七

十

巻

= 
七

七

第

'続

(資料)(1) T. N. E. C調ベにまる

(2)調書財圏詩人佼員を合主r



"， 

来
園
織
鋼
業
に
於
け
る
鯉
済
力
の
集
中

豆大曾i仕との錐i千関係

(U Sスチール】

第15表

書票弄日名軍士官

4 5，057 アメ刃カ電信電話

1 

2 

376 

1，292 
975 1

1

1

 

1，382 

パンカートラト枇

カナダ士平梓錨遭舎前士

5

6

8

 

7

2

7

 

3

1

5

 

。チヱイスナショナル担fj

シティナ νョナル品，，1信託 1 

2 

1 

2 

1 

ゼネラルエレグト 3ヅグ

グッドイヤータイヤゴム曾仕

2 1，781 ギrャランテイトラスト

1 

3 

30u インタナヰノョナル=ッケル世

保
関
係
に
あ
る
τ

ア
メ
リ
カ
電
信
電
話
ジ
エ
ネ
ラ
ル
・
モ
ー
タ
ー
、
ジ
エ
ネ

一
ヲ
ル
・
早
レ
グ
ト
り
ヅ
ク
及
び
繍
鋼
需
要
者
で
あ
る
。
か
か
る
網
目
の
如

、
さ
重
筏
兼
拝
闘
係
を
通
じ
て
U

S
ス
チ
ー
ル
は
そ
の
関
係
曾
社
の
解
持
方

針
事
業
運
営
の
裁
定
に
大
き
な
カ
を
持
も
、
文
そ
の
可
能
性
が
あ
る
。
九

こ
の
闘
係
か
ら
誼
に
此
等
の
禽
枇
い
か
ス
チ

l
w
の
極
皆
方
針
事
業
世
間
皆
目

裁
定
仁
影
響
し
得
る
可
能
性
が
あ
る
。

更
に
U

S
ス
チ
ー
ル
と
相
互
に
主
役
兼
任
を
行
っ
て
い
る
此
等
白
抑
制
宵

社
聞
に
つ
い
て
み
る
と
、
そ
乙
に
は
相
互
に
軍
役
鍛
任
の
開
孫
い
か
存
在
し

アル是ア社

アチジントペカj仕

1，566 
527 

290 

ゼネラルモータ』

ファストナショナル鋭行

第

七

十

巻

= 
ノ、

事

披

ハ.

3 

て
い
る
。
例
へ
ば
相
互
生
保
、
ギ
ャ
ラ

ン
テ
イ
・
ト
ラ
ス
、
フ
ァ
ス
↑
ナ

ν
ョ
ナ
ル
銀
行
、
ア
メ
リ
カ
電
信
電

話
間
の
相
互
関
係
は
弐
の
逼

h
で
品

呂

c
U
S
ス
チ
ー
ル
と
相
互
生
保
間

に
は
四
名
の
重
役
兼
任
関
係
が
あ
各

一
炉
、
相
互
生
保
は
同
時
に
ア
メ
リ
カ

電
信
電
話
と
の
問
仁
も
四
名
の
乗
任

関
係
が
あ
h
、
又
こ
り
ア
メ
リ
カ
電

信
電
話
は
フ
ァ
ス
ト
ナ
ジ
ョ
ナ
ル
銀

日
行
、
ギ
ャ
ラ
ン
テ
イ
・
ト
ラ
ス
ト
と

の
間
に
四
名
四
兼
任
関
係
が
あ

b
、

フ
ァ
ス

f
ナ
シ
ョ
ナ
bw
銀
行
は
相
苛
一

生
保
と
の
間
仁
二
名
の
重
役
兼
任
闘

係
が
あ
る
等
々
。
こ
の
補
足
閥
係
は
明
確
な
勢
力
組
問
H
t
ル
ガ
ン
・
フ

ア
ス
ト
ナ
シ
ョ
ナ
ル
資
本
の
存
在
を
示
し
で
い
る
。
事
賞
兼
任
閥
係
に
あ

る
一
三
一
祉
の
大
部
分
は
こ
の
資
本
系
統
に
闘
す
る
。
か
か
る
乗
任
闘
孫
の

存
在
に
よ
り
、

U

S
ス
チ

Y
は
モ
ル
京
ン
フ
ァ
ス
ト
ナ
シ
ョ
十
ル
資
本

の
地
位
を
よ
う
と
し
、

E
つ
γ

」
れ
を
強
化
す
る
霊
安
な
役
目
富
士
、
そ

の
支
配
カ
を
著
し
〈
強
化
し
て
い
る
。

wu

勢
倒
。
資
本
へ
申
隷
属
聞
係
自
費
化

上
述
し
に
如
く
験
後
濁
占
資
本
町
地
位
は
潤
占
利
潤
の
増
加
と
こ
の
中

4 

1 

2 

1 

1 

B 

1 

457 
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235 

1，368 
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社
内
に
留
保
さ
れ
る
部
分
に
よ
る
生
産
資
本
白
白
己
金
融
を
通
じ
て
著
し

く
強
化
さ
れ
て
い
る
が
、
同
時
に
叉
、
経
営
内
部
に
於
い
て
掛
努
働
者
政

策
を
根
幹
ー
と
す
る
機
管
内
部
の
合
理
化
を
も
行
い
、
資
本
じ
謝
す
る
掛
倒

由
隷
属
関
係
T
著
し
〈
強
化
し
得
亡
。

山
門
締
笹
管
理
の
合
理
化

戦
後
で
叩
経
管
内
部
四
合
理
化
は
特
じ
工
場
隻
車
の
機
械
静
系
に
よ
る

自
動
化
客
観
化
か
ら
更
に
事
務
勢
動
の
機
械
化
の
面
に
ま

τ一
お
よ
び
、

そ
れ
ぞ
通
じ
て
事
務
管
理
の
能
市
中
化
は
著
し
〈
高
め
ら
れ
、
更
に
よ
り
精

密
な
和
準
的
管
理
を
可
能
な

ιし
め
、
純
皆
臼
計
量
化
が
吏
仁
有
数
仁
韓
日

現
せ
し
め
ら
れ
る
方
向
に
向
っ
て
い
る
。
こ
の
計
費
他
は
第
一
仁
職
務
鵠

来
の
令
理
的
繍
成
、
人
員
の
撞
正
副
官
に
よ
る
運
営
の
和
国
型
化
の
矯
一
定

期
間
白
縄
管
計
費
仁
よ
る
極
限
首
内
部
の
指
準
的
調
節
、
及
刊
日
強
定
と
質
績

と
の
比
較
好
祈
仁
よ
る
能
率
上
昇
を
目
的
と
す
る
事
業
譲
算
統
制
の
貫
施

で
あ
る
。
第
二
に
は
作
業
人
員
管
理
、
事
業
管
理
及
び
歩
留
り
を
自
他
出

作
業
上
の
生
産
管
理
守
可
能
な
ら
し
め
る
製
法
原
債
管
理
の
費
施
で
あ

石
。
そ
こ
で
は
職
語
別
標
通
勢
倒
力
白
算
定
及
び
賓
際
弊
倒
り
そ
れ
と
の

比
較
に
よ
る
狙
剰
賛
同
団
カ
使
用
上
司
管
理
、
各
部
門
別
標
準
作
業
時
間
及

び
歩
留
b
D算
定
と
賞
際
作
業
時
間
及
び
歩
留
b
白
そ
れ
と
の
比
較
仁
よ

る
時
間
上
白
損
釜
歩
習
朕
態
の
管
理
、
燃
紳
臥
耕
等
の
計
璽
と
負
際
の
差

と
の
算
定
、
及
び
一
ヶ
月
作
業
勢
働
時
間
に
よ
主
計
費
修
理
保
守
費
の
算

定
と
賞
際
修
理
保
守
費
と
そ
れ
と
の
差
の
算
定
等
を
行
う
。
(
醸
延
工
場

。
例
)
第
=
一
に
は
厳
密
な
職
務
分
析
、
職
盟
朝
刊
債
由
貴
施
で
あ
る
。
特
に

米
圏
輯
鋼
業
に
於
げ
る
糎
済
力
の
集
申

織
締
莱
で
は
職
務
箇
系
の
合
理
的
編
成
、
作
業
人
員
の
誼
正
配
置
を
更
に

有
敷
的
仁
笠
施
す
る
に
め
信
衛
な
職
務
分
析
を
基
礎
と
し
て
職
陪
制
が
寅

施
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
職
務
使
曹
に
よ
っ
て
定
め
ち
れ
て
い
る
が
、
便

宜
主
は
作
業
内
容
、
作
業
責
任
及
び
こ
れ
に
よ
る
級
規
定
が
定
め
ら
れ
て

い
る
。
ぞ
と
で
は
臨
時
慨
に
よ
る
許
使
方
法
で
作
業
内
容
を
一
一
一
の
要
素
ド

別
げ
、
ぞ
の
期
段
を
合
計
す
れ
ば
嘗
て
は
む
ベ
ミ
職
階
を
自
動
的
仁
一
市
ず

擦
に
な
っ
て
い
る
。
期
る
職
階
制
の
確
立
に
よ
b
賃
銀
支
排
い
形
態
切
合

理
化
い
か
賞
施
さ
れ
て
い
る
。

(
U
S
ス
チ
ー
ル
賃
金
合
理
化
案
の
例
)

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1」
l
l
l』
l
l
l寸
l
l」
以

上

仁

一
R
S

職

階

時

峰

崎

市

暗

晴

曜

れ

た

経

営

管

理

時
一
三
了
一
五
一
三
一

7
E
Z
一
一
一
一
一
品
品
管
内
部
合
理
化

時
一
三
了
一
七
一
三
一
・
若
一
三
一
・
九
七
一
の
第
四
段
階
と

よ
一
四
一
一
主
エ
一
回
一
一
品
二
=
回
ユ
・
口
一
一
も
云
わ
れ
、

ξ

枇
一
豆
一
工
一
主
一
一
一
E
一
一
会
話
一
-
王
子
主
の
目
的
は
(
一
)

附

一

三

:
-
1
3
1
・一千九一

-
1
1
一・

4

経
借
の
計
量
化

職
一
七
一

7
Z
E

一也

7
主
一
ユ
一
七
千
一
一
品

一

γ

一
一
に
じ
一
じ
一
ト
ト
-
ー
ト
r

L

一
』
及
び
(
一
一
)
そ
れ

表

一

八

7
2
畳
一
八
一
一
・
一
元
-
一
・
一
品

6
一
し
一
一

i
i
一

(
L
f
L
L

・-L

三
・
三
一
仁
基
〈
能
率

m

s-
全
一
・
呈
一
一
て
士
一
エ
一
-
一
・
三
一

-
一
一
(
U

一
一
・
皇
一
ユ
一

7

一

z

一
コ
エ
一
品
培
謹
で
め
る
と

I
l
l
i
-
-
1
4
1
1
1
i
l
l
i
t
-
-
I
t
-
-
t
t
云
わ
れ
て
い

る。

rが
ど
の
合
理
化
は
y
C
れ
が
如
何
な
る
様
式
で
行
わ
れ
る
と
し
て
も

何
ら
か
白
形
で
勢
倒
白
強
度
の
強
度
を
高
め
る
も
白
で
品
り
、
そ
の
賞
檀

第
七
十
巻

ブL

アし

第

撹



米
国
瞳
鋼
業
医
於
け
る
艇
湾
力
白
集
中

は
傍
働
者
を
資
本
に
議
鴎
せ
し
め
資
木
の
利
潤
賞
現
者
更
に
大
な
ら

υめ

る
こ

k
あ
に
る
。

山
門
生
産
技
術
温
程
に
お
り
あ
合
理
化

銑
鏡
除
草
校
構
成
に
つ
い
て
見
る
と
戦
後
は
原
耕
茨
及
び
織
鋪
右
の

品
位
低
下
に
よ

b
号
、
白
使
肘
量
は
鞍
前
に
比
較
し
て
増
加
し
製
造
原
酬
明

ヨ
ス
ト
を
高
め
て
紅
務
(
コ
ー
ク
ス
ニ
三
河
盛
石
七
回
計
一
一
一

μ噌
)

ぞ
こ
マ
こ
の
原
判
官
同
守
克
服
す
石
に
め
原
料
属
国
及
び
製
織
作
業
の
合
理

化
、
機
械
化
引
が
準
め
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
原
料
昆
躍
で
は
、
(
一
)
織
横
石

の
儲
結
柑
周
三
一
)
織
鏡
石
の
謹
鎮
、
会
一
)
洗
渋
技
術
の
準
昔
、
(
四
)
原
料

出
品
配
ム
門
技
術
の
進
歩
、
製
銑
作
業
で
は
、
こ
)
熔
繍
院
の
一
向
E
m
L
作
業
法
、

月
己
熔
鎖
市
胤
に
於
け
る
山
崎
素
利
用
、
及
川
υ

芸
一
)
域
減
的
操
作
坦
裳
程
守
備

え
七
丈
型
高
繍
化
が
符
わ
れ
出
銑
能
カ
の
向
土
が
努
力
さ
れ
て
い
る
。

製
鋼
作
業
、
腿
延
作
業
に
つ
い
て
見
て
も
生
還
技
術
温
程
頃
合
理
化
が

行
わ
れ
て
い
る
。
即
ち
潤
閣
制
作
業
で
は
、
(
一
)
平
協
に
於
り
忍
時
素
利

用
、
ご
一
)
機
械
的
操
作
の
装
置
を
耐
え
た
大
迫
製
鋼
脱
化
、
(
二
一
)
平
協
へ

の
回
目
録
袋
へ
時
間
。
短
縮
、
(
四
)
電
気
憾
製
鋼
に
於
け
る
技
術
的
改
善

(
原
料
操
入
の
際
天
井
分
離
移
動
陀
よ
る
操
業
心
容
易
也
、
盤
産
器
容
量

白
骨
唱
大
に
よ
る
燃
併
時
間
の
短
縮
、
盟
世
高
さ
帯
加
に
よ
る
作
業
時
関
心

揮
縮
)
懸
延
作
業
で
は
、
(
一
)
一
分
間
一
喝
の
車
徒
式
冷
間
限
延
機
の
利

用
、
(
一
一
)
設
備
の
託
代
化
が
こ
れ
で
あ
る
。

か
か
る
生
曹
長
術
池
程
の
改
善
の
結
果
帯
輸
の
生
産
性
は
著
し
〈
高
〈

な
っ
T
い
る
が
、
そ
れ
は
同
時
に
車
位
持
続
時
間
中
盆
々
大
〈
の
構
繭
を

、、~

第
七
十
轡

第

韓

国
O 

四
O 

集
約
的
に
収
戒
し
得
る
組
撒
的
手
段
と
し
て
の
帯
品
聞
の
強
度
を
高
め
て
い

る
。
特
じ
こ
の
勢
倒
強
度
の
増
大
〆
合
理
化
の
基
礎
と
し
て
勢
倒
岩
一
時

間
宮
り
生
聾
両
の
暗
加
五
ぴ
弊
醐
白
生
産
か
ら
の
駆
逐
仁
及
ほ
す
同
盟
蜘
置
が

大
で
、
合
理
化
と
機
械
牝
は
こ
の
知
が
ら
資
本
へ
の
勢
働
者
自
隷
賂
闘
係

を
著
し
〈
強
化
し
て
い
あ
。

園
家
機
閥
と
D
抱
き
合
せ

園
家
機
関
と
濁

b

「
同
資
本
白
抱
き
合
喧
は
=
ュ

1
ヂ
ィ
ル
政
策
以
来
米
圏

資
本
主
義
の
構
造
的
特
賓
と
し
T
掌
握
き
れ
る
が
、
こ
れ
は
特
に
第
二
次

大
鞍
そ
契
機
と
し
て
職
後
著
レ
〈
強
化
さ
れ
で
い
る
。
以
下
そ
れ
が
鋳
鋼

業
で
如
何
に
J

て
な
き
れ
た
か
を
具
惜
的
に
指
摘
し
、
そ
り
構
札
造
的
嬰
化

を
分
析
し
よ
う
。

A

職
時
申
白
圃
顎
投
資
と
鍍
鋼
揖
占
資
本

昨
割
前
横
綱
業
界
に
お
け
る
需
要
形
態
は
章
鋼
材
か
ら
制
鋼
材
と
そ
り
重

貼
を
う
っ
し
‘
そ
の
た
め
厚
板
宅
産
仁
重
貼
を
お
い
て
い
た
豆
大
企
業
で

は
英
犬
な
遊
休
化
し
「
重
鋼
材
生
建
設
備
を
い

r〈
一
万
、
叉
他
方
で
は

斡
鋼
世
主
材
と
し
で
泊
費
し
て
い
る
自
動
車
工
業
が
要
求
す
る
薄
板
の
規

絡
は
屡
々
謹
賀
さ
れ
た
錦
、
そ
の
規
絡
に
適
合
し
な
い
も
の
は
遊
休
鰹
鋼

材
申
産
設
備
と
し
で
抱
き
込
A
で
い
た
。
特
に
一
九
二
九
年
の
大
恐
慌
以

後
生
産
部
門
に
於
付
る
事
業
の
活
動
の
不
活
滋
が
錦
繍
需
要
主
著
し
〈
減

廻
せ
し
ゅ
、
強
鋼
部
門
に
於
吋
る
生
産
設
備
の
過
剰
は
著
し
く
多
く
な
っ

仁
。
こ
の
一
資
本
損
剰
は
践
鋼
費
本
に
劃
し
て
そ
の
政
盆
性
ヂ
著
し
〈
不
安



(%) 鰻鋼業稼働率及ぴ収盆寧第17衰

定
化
せ
し
め
て
い
た
。
従
っ
て
戦
時
的
要

求
に
よ
る
守
産
設
備
の
摘
張
(
特
陀
大
型

厚
板
比
産
設
備
の
蹟
張
)
は
職
後
仁
於
げ

る
織
鋼
業
に
劃
し
て
よ
目
深
刻
な
資
本
温

剰
を
興
え
名
以
外
仁
は
な
い
も
の
一
と
考
え

4
れ
て
い
た
。
ぞ
の
た
め
鍛
鋼
費
木
は
職

時
中
五
ヶ
年
償
却
と
い
う
資
本
家
に
と
っ

て
は
有
力
な
投
雲
間
因
と
な
る
僚
枠
が
唄

え
ら
れ
た
に
も
拘
ら
や
、
そ
白
生
産
設
備

を
軍
事
的
要
求
の
ま
ま
摘
大
す
る
こ
と
に

劃
し
て
精
極
的
ア
な
〈
、
自
己
の
資
本
に

よ
っ

t
設
備
投
資
を
行
う
よ
り
む
し
ろ
関

家
投
資
に
よ
っ
て
品
川
震
設
備
を
慣
張
す
る

こ
と
を
主
張
し
た
。
事
究
職
時
中
輔
鋼
業

で
片
産
設
備
に
投
下
さ
れ
七
資
本
は
}
九

五
O
百
蔦
婦
に
上
っ
た
が
、
そ
白
中
民
間

投
費
は
八
八
一
十
日
高
弗
で
あ
っ
七
四
に
到

し
政
府
投
資
は
一

O
六
九
百
高
弗
即
ち
金

投
資
白
玉
四
・
九
%
に
も
建
し
て
い
る
。

し
か
も
鞍
時
中
製
鏡
事
業
績
握
申
た
め

に
交
面
さ
れ
た
園
家
資
金
の
遁
辛
が
三
大

鏑
鋼
曾
社
白
工
場
建
設
に
融
資
き
れ
、
政

米
国
醐
鋼
業
に
於
け
る
経
済
力
目
集
中

第

七

十

巻
戦時中節鋼生霊能力増加(州!lIJ，煙別，官民皆別)

高 煙 平燭及てF電 無 煙

!fl 名 ZE日持附加医塁2私金融的 I政金府融同関増加I比岨率河

イ Hノイ'" 6101 9151 1，5251 9.71 9861 1，1臥)1'，1661 1<.1 

オ J、ィォ 1，2591 8421 2，1011 13.31 1，1041 .8721 1，9821 12.9 

こ~ 121 1，4501 1，4611 9.31 -1 '，2831 1，283 

カルホ'"昌ヤ 3881 --1 3881 2.51 8951 1101 1，006 

インダイアナ 8881 85~ 1，7421 11.11 6371 2051 842 

アラ ~V 7421 2801 1，0221 6.51 5451 1201 665 

組計 8，786/ 6，952/15，738/ 100/ 8，414/ 6，94011，5嗣

節目衰

四

第

回

観

米国聞紙委員宮調KJ:る(費料)



米
図
骨
鋼
業
に
於
げ
る
紹
済
力
回
集
中

d
F

士
十
巻

曾用士別a 撞別，官民瞥glJ能力増加(軍位千トン〉

高 櫨 平温及 v'電気檀 E
官 批 名

重量|霊富岡宅瓦噌豊2芸員|基富|縮刷|重量Z
U. S 見チール 2，711 1，419 4，130 1，865 4，560 29.7 

-<λL〆へム 1，889 1，889 12.0: 978 300 1，278 8.3 

9.?"プ JJ-y!' 340 1，572 1，91$ 12.2 750 1，568 2.31~ 1[j，1 

三大企業小計 4，940 2，991 7，g31 60.4 4，423 3，733 8，156 53.1 

ジョンラ 7"ν 151 186 336 2.1 

ヤ y グスタウン 362 362 2.3 96 120 216 1.4 

ナショナル 873 873 5.6 565 565 3.7 

インラ y ド 510 864 1，364 8.7 111 85 196 1.3 

アルt コ 604 274 878 5.6 .267 348 615 4.0 

ホ イ リ ン タ ? 72 72 O.E記

!lJレ己/7子 Jレ 286 286 1.9 

ゲ ネノ<^チール 1，1δ0 1，650 7.3 1，283 1，283 8.4 

~~ラ F輯右畳 382 382 2.4 

~ ]'ツパーグ 432 432 2.7 106 100 。

ト大企業小計 2，954 2，895 5，849 1，936 3，"261 21.3 

十三大企業合計 7，894 5，886 13，780 87.61 5，448 6，669 11，417 74.4 

残酷企業 892 1，066 1，958 12.4 266 1，271 3，937 25.6 

官車 計 H，786 6，952 15，783 100 8，414 。，94015，354 100 

事19表

~Q 
米園開稲委員官闘による(費料)

第

醜

四

府
出
資
に
よ
る
生
産
能
力
の
増
加
は
高
櫨

四
一
・
一
%
平
崎
、
電
気
櫨
圭
子
八
%
に

蓮
し
て
い
る
。
(
第
一
九
表
事
照
)
斯
〈
で
」

濁
占
資
本
は
園
家
融
資
に
よ
っ
て
製
織
工

場
を
間
接
し
、
自
己
の
製
鋼
工
場
を
岡
田
延

工
場
の
生
産
能
力
に
調
和
さ
せ
、
そ
の
地

位
争
著
し

t
強
化
す
4
0
7
E
U
F
出
来
九

し
か
る
に
弱
小
費
本
が
職
時
中
生
産
能
力

増
加
に
謝
し
て
占
め
る
割
合
は
銑
餓
一
一

.
五
%
、
銅
銭
八
%
に
す
吉
な
い
。
し
か

も
そ
白
大
部
分
は
鏑
石
、
鏑
煉
或
は
鋳
鋼

工
場
を
敏
く
た
め
職
前
に
も
ま
し
て
一
府

銑
及
び
鋼
申
大
生
産
着
仁
依
存
せ
ざ
る
を

得
な
い
扶
態
仁
あ
ち
入
っ
た
。

政
府
出
資
に
よ
る
設
備
調
麗
は
製
銑
製
鋼

設
備
仁
限
ら
子
、
採
鏑
設
備
摘
民
自
士
め

に
も
な
さ
れ
に
1

職
時
中
採
顕
設
備
調
葉

に
つ
い
て
み
る
と
第
一
一
十
表
に
示
さ
れ
る

湿
し
り
四
六
・
四
%
は
政
府
出
資
に
よ
っ
て

賄
わ
れ
、
而
も
と
の
一
政
府
出
資
の
九
五
%

は
E
大
企
業
仁
特
仁
り
パ
プ
リ
ッ
ク
祉
の

み
で
四
一
%
が
融
資
さ
れ
て
い
石
。



ル
で
は
軍
事
契
約
高
は
そ
れ
ぞ
れ
↓
一
一
七
億
八
九

O
O

高
ド
ル
を
一
九
億
七
四
0
0蔦
ド
ル
仁
注
し
て
い

る
。
ゼ
が
軍
需
遊
佐
に
よ
る
餓
鋼
需
要
り
増
加
は
直

接
軍
需
向
出
荷
に
か
ぎ
ら
な
い
。
走
大
な
軍
事
支
出

を
積
粁
と
す
る
鞍
時
恒
捕
聞
の
横
大
再
生
産
溢
程
は
圏

内
鋼
材
抽
出
費
の
著
培
と
し
て
あ
ら
わ
耐
に
。
(
一
九

三
九
年
=
一
九
O
六
万
ト
ン
か

b

九
四
一
年
万
至
凶

四
年
に
は
六
三
四
九
万
ト
ン
に
噌
加
し
て
い
る
J

こ
れ
を
設
備
資
金
と
の
連
闘
か

ι見
る
と
験
時
中
設
備
傭
張
は
軍
需
部

門
仁
劃
す
る
設
備
投
資
と
し
で
現
わ
れ
て
い
る
が
、
二

O
O億
弗
仁
蓮
す

る
こ
れ
ら
設
備
設
資
に
よ
る
織
銅
語
要
は
著
し
く
増
加
し
忙
し
(
又
劉
外

軍
事
援
助
に
よ
る
鰻
銅
照
出
の
増
加
は
莫
大
な
需
要
を
生
み
出
し
て
い
る

宮市士別官民皆別鑓鏑不採掘設備能力白増加《寧笛平ト叶

合 置士 名 |私的金融|政府金融|合計

"ノ占プ.9.yP 2，276 2，276 
USスチール 1，786 1，786 
ジョン "?7J)::; 54" 1，120 1，668 
ヤングスタウン 960 960 

コロヲド曲眉最 720 720 

ゲネ"";:<.ヂーノレ 681 681 

ヲ-;.--ョヲー yレリー r 680 630 

アル宅 540 540 

'"イ唱カン，，{=...... 493 493 

ホイ H ンク守 480 480 

インラン l' 465 465 

，司ス..- -司、ーι 860 360 I 

イ yター ν-pア イ ア y 360 360 

ナショナルスチール 312 312 

ロジス P ースチー，，- 300 800 

P ロ式、インヱンゲンル Bング 「 50 60 

ピヅツパーF蝿若貴 30 30 

革監 冒十 6，514 5，617 11，213 I 

第四表以
止
に
指
摘
し

r通
り
臨
時
中
に
於
げ
る
空
産
擁
張
申
過
宇
が
政
府
出

資
で
賄
わ
れ
、
し
か
色
そ
の
設
備
の
大
半
が
年
一
弗
の
名
目
的
賃
耕
ご
濁

占
資
本
に
締
描
画
さ
れ

τい
3
0
r
が
調
占
資
本
と
園
家
機
関
と
の
抱
き
合

せ
の
他
の
一
つ
の
基
本
的
形
は
軍
需
援
注
に
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
鏡
銅
協
官

の
設
表
仁
よ
れ
ば
一
九
四
一
年
か
ら
一
九
凶
五
年
四
月
ま
で
の
第
三
共
大

来
園
晒
鋼
業
に
於
け
る
糎
済
力
の
集
中

俸

と

十

巻

米困慌紙委員曾調による

融
中
五
二
グ
月
間
で
直
接
軍
需
向
鋼
材
出
荷
高
は
六

三
五
八
0
0
0
卜

γ

仁
蓮
し
て
い
る
が
、
こ
れ
そ
量

鋼
材
出
荷
高
町
割
合
か
ら
み
る
と
武
器
、
醐
描
問
、
験

車
、
航
空
機
、
九
向
、
岩
船
二
ニ
%
、
兵
舎
及
び
L

場
設
備
匹
%
で
A
基
引
二
七
%
仁
及
ん
で
い
る
。
し
か

も
こ
れ
ら
軍
需
設
注
目
大
部
分
以
r
E犬
曾
祉
仁
集
中

さ
れ
て
い
る
の
は
勿
論
の
こ
と
で
あ
る
。
パ

I
ヂ
氏

自
研
究
ド
よ
る
と
重
量
注
仁
よ
る
炭
素
鋼
出
荷
高

の
日
以
上
が
E
大
企
業
仁
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
と

一
目
わ
れ
る
。
中
で
も
ベ
ス
レ
へ
ム
及
び
U
S
ス
テ
l

(資料)

i'!I 

第

腕

i'!I 



来
図
胡
鋼
業
に
於
け
る
経
済
力
山
集
中

第

七

十

巻

か
か
る
軍
需
を
中
心

た
す
る
鋳
鋼
需
要
担

増
加
は
餓
鋼
鍋
尚
資

本
に
莫
大
な
験
時
超

温
利
潤
を
保
讃
し
て

、，Q
O

要
す
る
仁
戦
時
中

で
の
掛
鋼
碕
占
資
本

と
闘
家
機
関
と
の
抱

き
合
せ
は
資
本
の
集

吋
集
積
そ
弧
化
iv、

潤
占
資
本
仁
到
す
る

償
値
の
集
中
的
静
岡

ぞ
強
化
す
る
線
に
沿

っ
て
批
准
す
る
と
同

時
に
、
職
後
の
濁
占

資
本
心
不
完
杢
負
荷
白
リ
ス
ク
を
問
中
誕
U
租
税
者
大
乗
に
担
稼
し
得
る
誌

に
岡
家
資
金
に
よ
る
設
備
投
資
を
符
い
、
そ
の
一
回
開
皆
を
通
じ
燭
占
禁
本
の

骸
宰
の
必
要
へ
申
適
掘
帽
を
た
す
け
る
こ
ー
と
を
そ
の
閥
抗
盟
と
し
て
い
る
。

B

載
鑑
白
圃
察
機
闘
と
回
抱
き
合
せ

-
髄
佳
白
陵
府
反
動
調
轄
措
置

職
時
穂
積
の
百
日
韓
換
仁
齢
的
る
園
家
潤
占
安
本
の
経
済
政
策
は
別
職
時

四
四

第

擁

四

四

刷
出
掛
聞
か
ら
平
時
観
樹
え
白
崎
換
で
第
一
夫
大
職
後
に
於
り
る
自
動
的
調
整

骨
排
し
‘
政
府
中
指
導
下
で
反
動
調
整
を
行
い
、
民
間
企
業
と
白
軍
需
契

約
を
民
需
契
約
仁
切
饗
へ
七
こ
と
。
及
び
向
政
府
投
資
に
よ
る
白
血
需
設
備

を
鞍
時
剰
儀
費
葎
勘
定
に
切
b
か
へ
、
職
後
四
遊
休
侭
産
設
備
と
レ
て
計

上
せ
斗
に
そ
の
リ
ス
ク
ぞ
一
般
納
税
者
大
衆
に
鵠
稼
す
る
を
共
に
、
一
方

で
は
政
府
設
備
を
原
債
の

v

三
剖
乃
至
凶
割
主
亨
コ
低
債
格
で
潤
占
企
業
に

掛
下
げ
、
そ
の
奮
本
収
益
を
商
め
る
と
同
時
に
経
慣
カ
の
集
中
を
著
し
〈

強
化
し
て
い
る
。
こ
白
政
府
所
有
設
備
底
分
の
傑
作
は
(
イ
)
既
設
工
場

の
生
膏
憶
力
附
加
分
と
し
て
建
設
さ
れ
仁
設
備
は
そ
り
ま
土
梯
下
げ
る
こ

と。

(

p

)

鞍
時
中
政
府
川
有
工
場
の
経
皆
仁
嘗
つ
に
曾
献
は
そ
の
工
場

設
備
及
び
可
動
設
備
の
大
部
分
を
優
先
的
じ
排
干
げ
ら
れ
る
擢
利
を
興
え

ら
れ
て
い
た
こ
と
@
(
ハ
)
そ
の
他
政
府
剥
齢
財
欝
掛
下
げ
に
於
い
て
立

大
企
業
が
職
時
中
日
己
金
融
γ

い
よ
り
葉
大
な
連
時
資
金
を
持
も
、
五
O
O

高
ド
ル
以
上
白
資
罪
掛
下
げ
悦
格
そ
持
つ
政
府
工
場
設
備
掛
下
げ
の
可
能

性
が
小
企
業
に
比
較
し
丈
で
あ
つ
に
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

期
る
係
仲
に
よ
り
政
府
所
有
工
場
設
備
二
王
億
ド
ル
賓
却
ち
て
し
〈
は
賃

貸
さ
れ
、
更
に
一
一
一
億
ト
ル
の
軍
事
工
場
か
ら
伺
別
的
に
底
分
さ
れ
る
設

備
が
費
却
さ
れ
士
が
、
こ
れ
ら
の
八
六
%
は
戦
時
経
管
者
に
費
却
さ
れ
、
賃

貸
の
三
分
の
一
が
職
時
間
肘
皆
者
に
賃
貸
さ
れ
で
い
る
。
錨
鋼
業
に
つ
い
て

見
る
と
、
例
え
ば
U
S
ス
チ
ル
に
制
し
て
は
ジ
ェ
ネ
『
ア

1
一
貰
作
莱

工
場
を
梯
ド
げ
U
S
ス
ナ
ル
の
極
西
部
製
鞠
能
力
そ
一
七
・
一
-
一
%
か
ら

王
二
・
七
%
に
引
上
げ
た
。
叉
ペ
ス
レ
A

ム
祉
は
政
府
所
有
六
工
場
者
二

(草佼10億ドル)

草一 夏一製 四章 機械
草動自エ業 岩轍材遺井

工業 石泊品 工業
:c 
業

噛前設備 4.0 10.5 10.2 

職時捜張 4.3 1.1 5.7 2.2 I 0目7I 5.8 

合 計 8.3 11.6 15.9 9.2 I 3.3 i 6.8 

内言畢軍需用 7.1 5.7 1:l.4 5.0 I 3.1 I s.8 

民需用 1.2 0.9 i 0.2 I 

(費料)

働時中に於け3設脂投資

ハりス鯉降下手建より作成

第2¥表

• 



0
0
0葛
弗
で
梯
下
げ
ら
れ
ャ
リ
〆
プ
リ
ヲ
ク
祉
は
政
府
所
有
七
る
南
部

シ
カ
ゴ
の
世
界
第
一
の
電
気
時
前
カ
苛
有
す
る
設
備
が
掛
下
げ
ら
れ
、
号

町
電
気
強
制
判
銅
能
力
を
ご
八
%
に
引
上
げ
得
士
。

E

景
銅
維
持
策
と
繊
鋼
雷
要
目
創
出

山
政
府
補
償
に
よ
る
民
間
借
関
白
増
加
茂
び
公
共
土
木
事
業
筈
投
茸
的

性
格
を
も
ヲ
圃
諜
肘
政
支
出
陣
よ
墨
錨
鍋
雷
要
回
一
増
加
。

す
で
仁
三

2
i
デ
ィ
ル
時
代
か
ら
不
動
産
信
別
に
劃
し
て
は
各
揮
の
政

府
補
償
措
置
が
ー
と
ら
れ
て
き
に
。
即
ち
三

1
デ
ィ
ル
政
策
以
後
各
稲
申

週
邦
住
宅
金
融
機
関
炉
設
け
ら
れ
、
一
方
で
は
借
手
を
保
護
す
る
T
C
共

仁
、
他
方
で
は
貸
手
じ
暫
し

τも
保
費
や
保
険
等
に
よ
り
建
築
金
融
争
促

進
し
た
。
現
在
も
夫
々
の
分
野
で
機
能
し
て
い
る
開
邦
住
宅
金
融
機
関
を

あ
げ
れ
ば
、
(
イ
)
性
宅
金
融
局
、
(
ロ
)
住
宅
貸
付
銀
行
局
、
(
ハ
)
問
邦
住

宅
貸
付
曾
枇
、
(
-
一
)
部
邦
貯
菩
及
び
貸
付
保
険
市
聞
社
、
(
ホ
)
性
宅
所
有
貸

付
曾
社
(
こ
会
共
住
宅
局
、
(
卜
)
連
邦
住
宅
局
、
(
テ
)
調
邦
査
開
抵
昔
曾、。

社
等
E
あ
b
、
特
仁
蓮
邦
住
宅
局
(
同
旦
自
己
国
富

E
m
k
，F
日
記
巳
ZEo--)

は
銀
行
D
住
宅
金
融
に
保
謹
を
行
う
機
関
と
し
て
貫
要
な
関
係
が
あ
る
。

職
稜
夏
に
復
員
軍
人
隠

(
4
a
E日
『
E
2
5
8
)
炉
設
吋
ら
れ
建
築
金
融

仁
濁
す
る
政
府
補
償
を
行
っ
て
い
石
。

例
え
ば
一
九
四
九
年
に
於
け
る
民
間
鐘
築
一
h
は
一
六
二
O
四
百
高
弗
で

査
建
築
高
の
七
二
%
で
あ
っ
た
が
、
乙
の
中
性
宅
建
築
(
農
業
用
を
除
〈
)

は
そ
の
温
中
?
を
占
め
査
瞳
え
の
比
率
で
は
、
三
七
吋
'
仁
及
ん
で
い
る
。
し

か
も
サ

1
ゲ
ェ

l

オ

フ

ビ

ジ

ネ

ス

誌

に

よ

れ

ば

一

九

回

カ

ν
シ
ト

来
図
画
鋼
業
に
於
り
る
極
端
田
力
の
集
中

指首機関別不動産貸付

(軍位億 γル)

1邦 掴 生睡骨曾保置士 貯貸蓄付及v'商業部行 相蓄互韻貯行 t 組骨

1946年末 259 72 71 72 44 
1947 ，. 319 87 89 94 49 

1948 ク 378 109 103 108 1. 58 

1949 タ 427 129 116 115 67 

1950年6月末 465 141 U7 124 73 

同上百分比 100.0 30.3 27.3 26.7 15.7 

九
年
か
ら
一
九
五
。

年
初
期
に
か
げ
て
家

族
用
性
宅
が
全
性
宅

建
築
円
八
O
%
以
上

を
上
口
め
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
の
家
族
用
住

宅
の
中
四
O
%
が
復

員
軍
人
局
か
、
或
は

埠
邦
住
宅
建
設
局
し

よ
っ
て
融
資
さ
れ
E

い
る
。
更
仁
政
府
保

護
に
よ
る
民
間
信
用

の
増
大
は
一
九
五

0

年
度
住
宅
法
に
よ
っ

て
促
進
さ
れ
て
い

る
。
卸
ち
同
法
仁
よ

れ
ば
F
H
A
保
控
貸

付
利
子
寧
は

0
・
二
五
%
π
け
引
下
げ
ら
れ
、
四
・
二
五
%
と
な
っ
た
。
M
人

政
府
は
復
員
軍
人
局
白
保
護
貸
付
額
を
五
O
%
(
四
O
O
O
弗
)
か
ら
六

O
%
(
七
孟
O
O
弗
)
に
引
上
げ
、
そ
白
割
合
b
一
九
四
八
年
目
査
V
A

貸
利
の
二
四
%
か
ら
一
九
主

ρ年
第
一
四
半
期
に
は
四
六
%
仁
引
上
げ
ら

れ
て
い
る
。
こ
白
即
時
に
政
府
保
理
に
よ
る
民
間
信
用
田
靖
大
仁
よ
る
建
築

第
七
十
容

第盟表

日1
五

世再

騨

F.R.R. (1950年8月現) ~" (蚕料)
四
五



来
園
調
鋼
業
医
於
け
る
輯
溌
力
由
集
中

活
動
自
活
費
化
は
景
気
維
持
回
復
に
於
て
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
品
。

だ
が
建
築
部
門
に
謝
す
る
闘
家
の
役
割
は
政
府
保
曹
に
よ
る
民
間
信
用
に

広
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
圏
一
哉
の
投
費
的
性
格
を
も
っ
財
政
支
出
が
果
す

佼
割
も
大
で
品
名
。
6

一
九
四
九
年
に
於
吋
る
政
府
資
金
に
よ
る
建
築
高
は

六
三
九

O
百
菖
弗
(
金
建
築
の
ニ
凡
必
)
で
公
道
及
び
非
性
宅
建
築
は
圭

建
築
高
田
一
八
%
に

撞
し
で
い
5
0

以
十
仁
指
摘
し
に

僚
仲
の
下
で
の
建
築

部
門
司
事
業
活
設
化

阻
量
気
回
復
白
一
大

支
牲
で
あ
っ
た
と
同

時
に
、
そ
れ
が
鍛
鋼

需
要
に
興
え
に
役
割

は
極
め
て
重
要
で
あ

h
、
建
築
部
門
。

鋼
材
南
費
量
は
戦

前
平
均
水
準
(
一

九
二
六
年
万
圭
一

九
三
ニ
年
〉
よ
b

一
一
一
%
上
廻
っ
て
い

各
。

用

l同総額i自 動 車

1940年 6，637 2，364 227 4;.273 

] 946年 10，191 4，000 544. 6，191 

1947年 13，673 6，434 1，151 7，239 
1948年 ， 16，319 8，600 1，960 7，719 
1949年 18，779 10，890 3，144 7，889 
1950年3Jl 18，328 11，103 3，367 7，225 

岩信費消F血第23表

F.R.B.ょP作成(費料)

事

七

十

巻

i"T 
六

第

現

四
六

(μ〉

!?JE|19391T92孟441 ì醐 fi回~由。
農 業 5.0 3.6 2.4 4.16 4.55 4.28 

航 空 機 }削 } 15・1I} 8.8{ 
0.06 0.08 0.08 

自 動 車 17.17 20.43 21.80 

建 築 18.3 15.6 13目8 15.40 17.25 17.12 

軍 器 5.6 7.6 6.7 8目85 8.65 8.87 

構 械・器 具 3.4 3.7 5.1 8.09 7.36 8.05 

石油・ 7ス・水道・鎖山 9.9 4.7 3.5 7.70 9.39 9.16 

京陸用 器具 現時 4.7 4.5 6.4同 5噌::I!'! 6.;J7 

画 遭 17.4 8.3 8.7 8.89 6.95 6.64 

建 輯 習再 1.3 15.3 1.09 1.24 0.49 

轍 同 δ目3 7.2 12.2 6.42 6.54 3.85 

そ ι〉 他 19.0 28.2 19.5 16.72 12.18 13.29 

合 計 100.0 100.0 100.0 100.00 100.00 

教室 (1，000トン) 32，602 .39，067 63，490 65，973 58，104 72，233 

産業部門別鋼材消費書合の推移第24表

註語軒目「その弛」に合算“I:rot Age" 1951__4___19 く費料)



乙
心
他
頑
府
消
費
青
信
用
の
制
限
緩
和
慶
止
に
伴
う
、
そ
り
増
加
に
よ

る
自
動
車
電
気
器
具
(
皿
洗
欄
・
時
議
庫
掃
除
棉
)
さ
シ
ン
、
家
具
、
テ

ν
ピ
ィ
ジ
ョ
ン
等
間
A
消
費
財
需
要
増
加
か
ら
来
る
間
接
的
織
銅
消
費
白

晴
大
も
軍
要
な
役
割
を
も
っ
。
こ
白
際
特
仁
民
間
消
費
信
用
に
よ

b
支
え

ら
肘
て
い
忍
耐
久
消
費
材
部
門
が
容
易
に
軍
需
産
業
に
樽
換
し
得
る
性
格

の
も
り
で
あ
り
、
こ
の
貼
か
ち
民
間
信
同
の
抽
出
加
が
一
方
で
は
濁
民
生
活

水
準
の
向
上
を
目
的
と
し
つ
つ
、
他
方
で
は
軍
事
的
再
編
成
が
容
易
に
行

わ
れ
得
る
部
門
の
高
度
単
産
水
準
f
保
つ
と
い
う
貼
で
軍
事
的
意
義
音
色

乗
ね
具
え
て
い
あ
こ
?
と
は
注
目
す
べ
き
離
で
あ
る
。

間
酎
舛
楊
助
に

-a畠
錨
鋼
市
場
由
競
大

織
鋼
輸
出
額
は
職
後
三
ヶ
年
間
著
し
〈
増
大
し
て
い
る
が
、
是
の
岨
同
生

産
穎
に
期
し
で
し
め
る
割
合
は
一

O
M
m
仁
ち
満
た
な
い
。
ピ
が
こ
の
こ
と

は
臨
時
中
に
於
け
あ
銭
鋼
生
産
能
力
叩
著
し
い
増
大
白
た
め
平
時
の
園
丙

需
要
砂
遥
か
仁
凌
鵠
す
る
牛
歪
能
力
を
も
っ
楳
仲
下
で
、
鑓
鋼
溺
占
資
本

が
ぞ
白
探
掌
臨
時
仲
争
整
備
す
呂
た
め
に
は
海
外
市
場
白
確
保
が
組
割
に
必

要
で
あ

h
、
海
外
市
場
へ
白
依
存
度
は
職
前
に
比
較
し
て
著
し
く
大
き
く

な
っ
た
こ
と
を
否
定
す
る
も
白
で
は
な
い
。

マ
ー
シ
ャ
ル
プ
ヲ
シ
申
箆
施
に
伴
う
蛾
鋼
臓
出
り
増
加
は
米
図
鋳
鋼
業

の
こ
の
閥
際
市
場
依
存
に
関
し
て
可
成
な
好
僚
件
を
輿
え
て

h
z
。
マ
援

助
計
費
に
よ
る
鏡
銅
製
品
に
つ
い
て
み
石
と
第
三
五
表
の
通
り
唱
に
あ
る
。

未
園
曲
鋼
業
に
於
け
る
鯉
済
力
回
集
中

第
二
+
五
衰

援
助
計
聾
に
よ
る
織
鋼
臆
出
(
車
位
千
メ
ー
ト
ル
ト
ン
)

一
九
回
&

胃
l
茸

占詣
産会

幸喜

一九四九犀
izo--

輯
鋼
及
び

鋼
完
成
品

粗
製
及
世

宇

成

品

七

八

七

占

四

八

銑

輯

九

日

正

ス

ケ

ラ

ヅ

プ

二

回

豆

骨

計

一

J
一
三
弓
四
八
己
弓
回
会
一
ニ
三
七
A

(
安
料
)

E

R

P
協
力
局
医
よ
る

回

回

六
五
耳

一、六
E
D

一、当〕口
吉山
A

E
五

七回入

一九五一陣

!
事
軍

糟

計

、
耳

角、車正一

六

さ当

豆、一-一一屯
九

五
六

八、人口七

一、会-一

ピ
ド
更
に
こ
り
計
費
四
内
幕
に
つ
い
て
み
る
と
突
。
如
事
事
賓
が
あ

る
。
即
ち
甥
銅
製
品
及
び
製
鋼
工
場
仁
つ
い
て
E
R
F
詩
画
の
要
請
、
と
ア

メ
リ
カ
執
行
部
と
に
よ
あ
必
需
数
量
を
比
較
す
石
と
第
二
六
表
。
湿
・
り
で

みのる。第
=
+
穴
表

織
鋼
輪
出
割
嘗
白
協
力
委
員
曾
及
び
執
行
部
比
較

B
執
行
部

(
一
九
四
九
財
政
年
度
)

唱回
A量

A
協
力
委
員
曾

(
一
九
回
凡
暦
年
)

粗
鋼
及
び
宇
精
鋼
向
吉
田
口

銑

y

鏑

仰

天

ニ

屑

曲

川

リ

(
又
は
銑
瞳
同
嬉
量
)
ロ

商

品

Z 
九

(町

第

七

十

巻

同
士

費5

競

四
七

A
に
謝
す
る

B

D
比
車是一九巴

/ 



未
園
舗
鋼
業
に
於
灯
る
組
済
力
白
集
中

精
鋼
(
薄
板
・

プ
リ
キ
を
除
〈
)

製
鋼
エ
揚
と
設
備

き

実

(町

回回九

(2) 

円

Cコ

回
入

四
人

註

何
千
メ
ー
ト
ル
ト
シ

向
協
力
局
に
よ
る

何
百
万
ド
ル

向
無
視
し
得
"
の
数
量

ぞ
こ
で
は
ヨ

l
ロ
ッ
バ
鏑
鋼
業
で
最
も
必
要
と
さ
れ
ゐ
館
鋼
原
料
及
び

製
鋼
工
場
設
備
を
圏
内
銑
餓
不
足
合
理
由
と
し
七
著
〈
削
減
し
す
る
一

方
、
鋳
鋼
完
成
品
を
増
加
せ
し
め
で
い
る
。
こ
の
こ
と
は
マ
ー
シ
ャ
ル
プ

ラ
ン
に
よ
る
鑓
銅
聡
出
ド
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
織
鋼
業
の
襲
涯
を
巧
み
に
利
用

し
、
そ
り
戦
前
世
界
市
場
守
自
己
山
手
巾
仁
股
め
、
件
関
購
買
者
に
圏
内

債
格
の
二
倍
乃
至
三
倍
の
債
格
骨
訴
し
、
走
大
な
超
且
利
潤
守
国
間
有
せ
ん

と
す
る
ア
メ
リ
h
鍛
鋼
調
占
資
本
の
利
揺
と
帝
致
す
る
。
ぱ
ー
が
マ
ー
シ
ャ

ル
援
助
聡
出
じ
伴
う
鍛
銅
の
験
出
掛
門
は
鍛
銅
製
品
に
限
ら
な
い
。
援
助

計
費
に
よ
る
プ
ラ
ン
ト
聡
出
は
鍛
銅
の
漏
出
を
夏
ド
ト
増
加
い
て
い
石
。
尤

も
プ
ラ
ン
ト
輪
出
は

?
t
ロ
ッ
パ
経
済
優
興
の
最
も
重
要
な
要
素
下
あ
る

が
、
そ
れ
は
総
出
促
準
と
イ
ン
フ
レ
防
止
白
見
地
か
ら
め
ま
り
基
本
的
復
'

興
仁
力
骨
入
れ
過
き
て
は
な
ら
な
い
と
云
う
y
メ
リ
力
関
外
援
助
の
基
本

的
方
針
か
ら
聞

d
l
ロ
ヲ
パ
の
要
請
に
比
較
し

τ著
し
〈
削
減
さ
れ
て
い

る
が
、
プ
ラ
シ
ト
職
出
仁
よ
る
鏡
銅
版
山
の
役
割
ち
否
定
し
得
な
い
。

第

七

十

巻

I'! 
i¥. 

第

漉

一
丸
四
人
卑
一
八
四
傘

回
同
ム
ハ
周
一
九
四
窪

農
業
棉
械

m

w

l
一J
Z・=一

炭

坑

機

械

山

何

人

了

九

銅

錨

設

備

問

究

・

一

電

気

設

備

仰

室

・

ロ

製

材

設

備

山

一

宇

丸

貨

物

自

動

車

尚

吾

貨

軍

ユ

口

援
助
計
詩
仁
よ
る
プ
ラ
シ
ト
続
出

-ん五
D
年

一
ん
孟
一
年

一
三
一

-
A

Z
占
・
同

国人・ニ
人垣・口

一一・屯二
屯

一九四九一半

一
品
主
門
卑

一六一

-z

E
ニ
・
七

国人・ニ

一
口
口
・
七

一一一一・一一Z

一
六

第
二
+
七
表

z 

四
，，-

一九豆単

一九吾一四十

一一千王
亘四・墨

田
八
・
二

六五・ロ
一一・占石

合

育十

王四回・一

一百六・省

一九一一

L

Z

回孟・包

一
吉
一

-z
一芸一一再

(
註
)

何
百
万
ド
ル
何
千
草
位
(
末
大
統
領
議
曾
報
告
一
九
四
七
年

一
二
月
一
九
日
に
よ
る
)

し
か
も
こ
の
マ
ー
シ
ャ
ル
援
助
を
中
心
と
す
る
組
織
的
E
つ
よ
規
模
な

劉
外
援
助
が
米
圏
内
市
場
や
弗
不
足
の
商
ヨ

i
ロ
ヅ
パ
市
場
ア
宜
現
し
得

な
い
ア
メ
り
カ
商
品
を
現
世
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
画
か
ら
申
受
動

的
鍛
鋼
需
要
白
創
出
は
極
め
て
需
要
で
あ
る
。

rが
こ
の
援
助
は
車
に
弗

商
品
宜
現
の
手
段
に
止
ま
ら
え
援
助
の
見
返
り
資
金
を
通
じ
て
E
R
P
A

詩
薗
の
投
資
卦
量
仁
到
し

τも
譲
言
耀
ぞ
持
ち
、
こ
の
聞
か
ら
E
R
P
諸

国
織
鋼
業
に
劃
す
る
支
配
カ
を
著
し
〈
強
化
レ
得

t
。
(
瞳
鋼
業
。
世
界

構
誌
の
園
田
化
及
び
米
安
本
的
選
出
及
び
こ
れ
と
援
助
計
壷
と
の
連
闘
は
紙

面
白
闘
停
上
主
に
沙
ず
る
〉



油
開
軍
事
費
賓
出

'
D
調
繍
漫
叫
V

魁

頭
に
主
畠
鍾
鋼

雷
要
。
創
出

=ュ

l
Fィ
l
L
N

政
策
は
産
業
復
興
法

を
農
業
調
整
法
炉
楳

幹
と
し
互
額
白
政
府

賛
金
撒
布
仁
よ
る
リ
唱2

 

7
ν

一
政
策
と
し
て
採
第

用
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
で
は
平
和
的
圏
内
購
買
力
賦
輿
ぞ
根
幹

と
し
て
圏
内
の
平
和
産
業
部
門
に
刺
激
と
支
持
を
輿
え
る
こ
と
仁
よ
h
一景

気
岡
復
を
行
わ
ん
と
し
に
も
の
で
品
つ
に
。
然
る
仁
ヲ
ェ
ア
デ
ィ
l
b
F
T

は
鞍
宇
を
逼
じ
て
念
激
に
生
産
力
が
膨
脹
し
、
就
中
生
産
部
門
が
著
し
〈

盟
展
し
に
た
め
、
軍
需
生
産
公
盟
展
に
有
力
な
長
集
維
持
の
支
柱
を
求
ゆ

て
い
司
令
。
闘
も
そ
こ
で
は
=
ュ

l
デ
ィ

l
p政
策
と
は
異
り
基
本
的
考
え

は
利
潤
を
高
度
仁
維
持
す
昌
こ
と
が
完
全
雇
傭
寅
現
白
前
提
と
さ
れ

t
お

り
、
園
家
寄
金
支
出
は
こ
の
前
提
争
先
す
満
さ
ね
ば
な
ら
す
、
そ
の
た
め

劉
外
摂
助
に
よ
る
圏
外
市
場
町
擁
大
と
特
ド
軍
事
的
苦
に
よ
石
軍
需
生

産
自
関
大
い
か
必
要
と
さ
れ
た
。
傑
つ
花
戦
後
日
ア
メ
り
カ
経
済
は
軍
事
費

(
封
外
援
助
を
合
む
)
申
増
大
を
主
要
績
粁
と
し
政
府
保
謹
に
よ
る
民
間

信
用
増
加
や
副
次
的
額
粁
と
し
戦
後
摘
大
生
産
持
温
程

f
取
っ
て
き
に

PRE資金¢銀鋼宇えの投資

-
ク

タ

織鋼界報 (1950.11Jj末迄)

to億 yル

ク

タ1.2 

1.1 

0.63 

0.38 

6 

調

園

フミ

オースト 9ア

スエー デン

ノ Fレウエ戸

y ラ

(費料)

実

商

ア

米
岡
錨
鋼
業
に
於
け
る
栂
消
力
の
集
中

第

七

十

巻
アメリカ園民翻，宝産，連邦政府支出園防費の比率

(草位百万ドル)

年 ヨた 岡民(婚A)生産 政府(B支)出 ~% C 同
A B 

1935年 72，193 む010 726 9.7 10.4 

1936年 84，705 81666 940 10.2 10.8 

1937年 90，213 8，177 967 9.1 11.8 I 

1938年 84，683 7，239 1，06s 8.5 14目7

1939年 90，，426 9，027 1，町4 10.0 

1国7年 231，060 42，505 14，281(36，044) 18.4 33.4(84.8) 

1948年 262，400 33，791 1叩田(27，458) 12.9 320(81.29)) l 

1949年 258，700 40，057 11，914(3叱397) 15.5 29目7(75

第四表

凹
:iL 

第

貌

註 (1)園民綱生庫は磨年別園防費は合計年度別

(2)四六年度以降四国防費に{・)に入れた新字があるのは庚議田園防

開持費(闘防費，圏際関保費，復員軍人費，園債利骨粗砥婚もどし)

St叫 isticalAbstract of the United States >>. y.大統領寅質致書1v (費料)

田

丸



米
園
鋤
鋼
業
に
於
け
る
経
済
力
甲
山
県
中

鋼材滑費数量(嵩ト;/)

1946 1947 1948 1949 

圭消費 4，878 6，306 6，597 15，810 
自動車 738 1，029 1，185 1，187 

建 築 813 1，004 1，016 953 

水樺石道棋油器錨ガ具山ス
444 565 534 428 

248 383 54包 546 

曲 選 476 600 587 404 

容 君是 475 560 584 503 

第30表

第三.1第四タ|合計 ーペ第二タ

4，390 4，640 18，160 4，llC 坐，260

1，69(J 1，830 7，250， 1，690， 1，740， 
180 180 740 も70 170 

310 8目。 1，350 250 260 

130 120. 520 80 90 

790 890 3，140 740 81Q 

1 ，~90 1，320 5，160 1，170 1，180 

日
炉
、
言
う
迄
も
な
〈

こ
り
憤
大
再
生
産
過

程
は
鋼
材
消
費
量
の
一

増
加
と
な
る
。
第
三

O
表
は
こ
の
事
を
明

瞭
に
示
し
て
い
る
。

こ
れ
と
関
連
し
て

設
備
資
金
支
出
と
織

鯛
屈
折
要
じ
つ
い
て
見

る
"
と
、
以
よ
ド
ド
指
摘

し
た
圏
家
対
政
支
出

を
そ
白
主
仁
る
内
容

と
す
る
政
府
景
気
維

持
政
策
は
特
に
生
産

財
生
童
部
門
を
中
心

と
す
三
両
度
目
生
産

水
準
維
持
を
可
能
な

ιし
め
、
戦
後
白
産

業
戸
時
換
白
濁
の
資

，
本
財
語
要
と
相
ま
つ

て
産
業
設
備
資
金
支

出
の
著
増
秒
も
た
ら

築

士

十

巻

五
Q 

第

量控

三五

O 

し
七
一
炉
、
か
か
る
設
備
資
金
支
出
が
織
鋼
に
謝
す
る
需
要
創
出
仁
果
し
士

役
割
は
大
き
い
。

rが
こ
の
摺
大
再
生
産
温
程
に
は
弐
の
一
二
つ
の
制
約
が
あ
る
。
印
ち
mw

景
気
循
環
を
規
定
す
る
回
定
喪
産
投
資
巾
減
少
傾
向
(
冷
た
い
職
争
経
済

の
限
界
)
向
冷
に
い
鞍
字
額
慣
が
崇
巣
恐
慌
を
阻
止
し
縛
な
か
っ
七
こ
ー

と
。
向
世
界
資
本
主
義
の
弱
睡
化
に
よ
る
貿
易
、
特
に
輪
出
が
減
少
し
て

い
る
こ
と
が
そ
れ
で
あ
る
。
使
っ
て
一
九
四
九
年
の
循
環
的
恐
慌
り
深
化

F
悶
避
す
る
た
め
に
は
更
に
意
大
な
軍
需
用
注
を
中
心
と
す
る
経
済
。

『
テ
ロ
入
レ
』
れ
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
亡
。
こ
れ
は
朝
鮮
事
慶
に
よ

り
現
賓
化
し
た
D

朝
鮮
事
嬰
勃
禁
後
、
一
九
五
一
常
計
年
度
珠
算
に
は
怠
大
な
軍
事
費
計

温
加
さ
れ
、
以
後
数
女
に
わ
に
る
治
加
軍
事
現
算
仁
よ
り
ア
メ
り
カ
の
軍

事
費
は
据
大
の
一
読
を
仁
E
り
、
五
一
年
度
五
二
年
度
に
は
そ
れ
以
前
申

第四衰園防および間関

係活動支出(~の

(資料)

998 

1，024 
1，149 

1，037 
1，338 
1，446 
1，510 
1，051 
1，6~5 

2，057 
2，160 

Survey of Current 

Busicess 1951. 7. 

1950年 6且
7タ

8ク

9ク

lO~ 

119 

12タ

1951年 l'

"" .-
3ク

4' 



新工場，設備1:聖母する投資(畢位100万ドル)

lM4l t 1948 年 lI 1104&，iJ.:11946年 1947年
高第三タi事三，[第日夕1令計第一タl事プ

量産業 6，6301229C41041 16:180 4，830 5，410 
製撞工業 .'1，2'101 5，9101 1，460 2，140 2，OGO 2，320 8，3401 1，8501 1，880 

鏑業 4401， 5601 690 1801 200 200 220 1901 190 

構造 5501 5761 910 2761 310 320 410 1.3201 3601 380 

170 3201 6661 800 1801 190 17 1301 160' 

6301 1，0461 1，900 5001 640 690 860 2.6801 6801 780 

商業其他 1，4801 3，3001 4，430 1，2401 1，340 1，360 1，440 6，3901 1，2601 1，290 

第31蓑

米
国
蝿
鋼
業
に
於
け
る
鰹
梼
力
目
集
中

1951第四4牛期織鋼割営

(翠位屯)

第33表

1946，∞0屯j
216，037 
514.274 

1，806，500 
103，000 
250，050 
103，000 

1，016，000 
572，000 
258，000 
503，000 
461，000 

3，464，000 
1，872，000 
644，000 
676，000 
:144，000 

347，000 

間防省用

陸軍及原子力委員骨

困家安全保障局

国防閏形燃料局

国防右油部

園防水 11部

道路部

海上部

園家生産局(Al' N)産業部

建築費材

電気設備

産業機城

建築構械

エンYY及 v'タ m ぜン

圏家車庫両施設部

自動車工業

鍬遵設備

金属工場植棋

輪出用

カナダ両

瞳鋼業損張用

園防生産局(DPA)遊表(7月28日)

V亡よる

(資料)

軍
事
費
と
比
較
に
な

ら
な
い
程
膨
脹

L

T
 か

か
る
治
大
な
軍

事
支
出
合
額
粁
と
し

て
軍
需
生
置
が
増
加

し
、
一
再
び
措
大
再
生

産
遁
穫
に
稗
換
し

t
o
こ
れ
は
鋼
材
消

費
数
量
目
増
加
と
な

第

七

十

巻

つ
で
現
れ
た
。
即
ち
一
九
四
九
年
白
宣
八
一

O
高
ト
ン
か
ら
一
五
九

O
年

じ
は
七
二
二
三
菌
ト
ン
と
鋼
材
消
費
数
量
は
増
加
し
て
い
る
。
し
か
し
、

諸
大
な
軍
事
支
出
に
よ
る
準
職
時
瞳
制
。
矛
盾
は
一
九
五
一
年
第
一
四
宇

期
以
降
の
寸
軍
需
景
気
心
中

rる
み
』
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
。
と
一
耳
う

の
は
、
向
軍
事
支
国
一
が
右
大
な
園
防
動
員
計
叢
に
く

ιペ
て
地
較
的
に
高

水
準
で
は
な
か
っ
た
こ
と
。
向
仁
が
こ
白
軍
事
賓
の
増
加
は
イ
ン
フ
レ
と

物
質
騰
貴
を
促
進
し
た
が
こ
れ
に
掛
し
賃
金
白
上
昇
が
お
く
れ
に
こ
と
。

向
し
か
も
民
需
生
産
が
制
限
主
れ
た
に
も
拘
ら
す
寅
れ
る
以
上
に
坐
産
さ

れ
て
い
た
と
と
に
よ
る
。
こ
う
し
十
矛
盾
が
爆
裂
し
急
激
な
純
済
活
動
の

縮
少
を
防
止
す
る

t
め
に
は
、
続
済
統
制
り
一
厨
白
彊
化
と
軍
事
支
出
司

王

第

披

五



米
圏
錨
鋼
業
に
於
け
る
経
済
力
の
集
申

第34義軍事支出
(翠位億ドル〉

(養料 Survey，of CLurent 

Bisiness 1951，10 
策 Newsw揖 k 11，5作車

より苦E算 〆

3，040 

来3，166

2，395 

2，160 

.2，495 

.2，930 

5月

6且

8)1 

9月

1951年4月

マ且

本
格
的
膨
隈
を
必
要
と
す
る
。
事
骨
盤
間
二
・
四
半
期
以
降
軍
事
支
出
は
著

し
〈
強
化
き
れ
、
一
般
的
最
試
が
依
然
『
中

rる
み
』
じ
も
拘
ら
歩
、
軍

需
生
産
部
門
は
急
速
仁
慣
大
化
さ
れ
、
こ
り
商
か
ら
す
る
鋼
材
消
費
が
著

し
ど
増
加
し
て
い
る
。
郎
ち
五
一
年
第
四
四
半
期
割
常
計
量
で
は
民
需
は

削
減
さ
れ
直
接
軍
需
は
二

O
阿
仁
津
し
、
間
接
軍
需
合
合
せ
れ
ば
英
大
な

数
字
に
謹
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
鈍
鋼
生
産
申
増
加
(
一
九
五

O
年
上

半
期
凶
ヒ
一
七
万
ト

y
下
串
期
間
九
宍
六
万
ト
ン
九
一
斗
上
半
期
五
ニ
ニ

七
万
1

ン
下
ヰ
期
王
二
七
四
万
ト

γ
推
定
)
が
軍
事
支
出
骨
そ
の
、
士
一
嬰
額

粁
と
な
す
こ
と
を
示
し
て
い
る
Q

E

茸
牢
脱
会
主
傍
働
者
自
物
質
的
根
蕗

最
後
に
以
上
に
指
摘
レ
仁
政
府
昔
筑
維
持
策
が
資
本

E
H晴
樹
仁
及
ぼ
し

に
川
諮
問
留
守
絢
括
し
よ
う
。
資
本
収
益
は
三
五
表
仁
一
所
さ
れ
る
如
〈
著
し
く

聞
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
貨
幣
慎
値
嬰
動
じ
よ
る
欣
盆
組
劃
頼
り
増
大

-

仁
も
よ
る
が
主
E

と
し
て
次
の
事
情
仁
よ
る
。
剖
ら

第

七

十

巻

貌

豆王

五

第

益

博物判明霊甑投る賓牧額盆に車望(号μす) 

1~39 130.8 5.66 4.27 

1941 295.0 5.44 7.87 

1942 187.8 3.46 5.69 

1943 183.2 2.7~ 5.22 

1~44 174.0 2.68 5.02 

1945 172.2 3.06 5.24 

1946 246.7 1>.46 6.51 

1947 397.4 6.18 9.49 

6.65 10.74 

1949 527.3 7.25 9.84 

1~50 741.0 8.01 12.64 

J肱業鋼観第日豪

註主要蝿鋼曾批30枇(全能力心9o%I'C.相賞する)

合計

(賓料) “s.田 1"1951-4_30 

向
戦
時
中
煩
期
償
却
の
採
用
に
よ

b
新
設
設
備
が
臨
時
中
殆
ど
償
却

さ
れ
、
ま
た
闘
家
資
本
仁
よ
b
建
設
さ
れ
七
設
備
が
職
後
顧
債
の
三
割
乃

至
四
割
の
慎
慣
額
で
排
下
げ
ら
れ
た
に
ゆ
、
帳
簿
債
格
よ
り
賀
質
資
本
低

値
が
著
レ
く
上
昇
し
、
資
本
の
収
益
性
骨
高
め
た
こ
と
。

側
鞍
後
引
延
さ
れ
た
需
要
の
存
在
、
色
、
特
に
軍
事
支
出
守
内
容
と
す

る
国
家
賛
企
散
布
じ
よ

h
莫
大
な
繍
鋼
需
要
が
創
出
さ
れ
そ
の
生
産
と
債



/ • 曾祉別積債償却をド比較

曾 社 名 1凶 ]1拙 ]1944]1945 ]1蛸 1947 1948 

U 日スチー Yレ 4.16 5.221呂31 5.67 5.06 2.81 4.23 5.01 

" ス レ " ム 5.87 5.0'7 ! 6.25 617 3.49 2.23 2.43 2.67 

ナ ι/ ョナ，，~ス乎_ }J/ 3.39 4.79 5.10 5.26 6.63 2.GO 3.84 5.gS 

イνランドスチー'" 4.32 4.23 5.18 5.25 5.74 I 3.07 3.42 i 3.16 

ジョンラ 7 9ン‘/ 
7町61 6.18 7.27 5.62 6.45 I 3.06 3.60 ! 4.04 

ヤ γ グス"" 3.44 4.16 4.59 4.48 5.75 I 3.14 3.44 3.67 

アル毛コスチール 3.52 4.62 I 6.72 6.87 5.23 3.33 

1J -.::プ F ッタ i3.27 4.71 会79 2.66 3.11 I 4.49 

第36表

米
園
輯
鋼
業
に
於
付
る
粧
漕
力
目
集
中

曾 n"d:別針買上修繕比窄

官首士 名 11941 11拙ド943]1醐 11945]1附 ]1947]1附

u sスチー Yレ 9.2 8.8 8.7 8.3 9.3 10.6 9.9 11.0 

-<スレザ、ム 8.4 6.1 5.7 6.2 7.7 11.7. Ul.O 1~.6 

戸 P パ プ ! l 'Y j! 8.5 9.5 10.6 9.5 9.1 9.6 10.3 10.3 

ジョンラ 7 1) y 6.9 8.6 8.6 12.4 12.1 12.8 12:6 12.4 

ナシ ョナ ルス チ- ，レ 8.1 8.7 8:0 8.5 8.4 9.3 11.8 

ヤングスタウン γ.8 8.6 9.9 10.3 10.6 10.5 10.2 10.41 

第37表

第

士

十

巷

“Industry 1949"よP作成

絡
が
高
水
準
に
に
維
持
さ
れ
た
v

」
と
が
そ
れ
で
あ
る
。

し
か
も
右
に
示
き
れ
た
よ

h
以
上
に
利
潤
が
計
上
さ
る

ペ
き
で
あ
る
。
そ
の
具
瞳
的
指
標
と
し
て
、
(
一
)
験
時

中
利
潤
部
分
と

b
で
計
上
さ
呂
べ
き
も
の
が
減
債
償
却
と

し
で
棚
よ
げ
さ
れ
で
い
る
こ
と
(
王
ヶ
年
償
却
)
(
一
一
)

こ
り
利
潤
移
縛
部
舟
白
佼
割
が
戦
後
で
は
修
繕
費
に
代
置

さ
れ
て
い
る
事
賞
が
指
摘
さ
れ
四
九
更
に
最
近
で
は
園
防

生
産
上
田
要
請
に
基
〈
新
規
携
強
設
備
に
劉
し
五
ヶ
年
償

却
が
許
可
さ
れ
、
軍
需
プ

1
ム
中
の
償
却
に
よ

b
y
l
ム

終
了
後
帳
簿
儒
格
よ
り
も
官
同
債
値
を
著
し
く
高
め
得
る

可
能
性
と
新
投
資
に
よ
る
税
負
提
斡
誠
の
可
能
性
が
保
設

さ
れ
で
い
る
。

第36表第37表共Moudy

第
回
表

新
設
備
短
期
償
却
白
許
可
割
合

〔重量料)

大
湖
鏑
百
轍
怠
舶
(
改
装
舶
)

熔

銑

燈

-

鏑
石
底
盟
加
工
設
備
十

コ

ー

ク

ス

畑

、

製
鋼
原
料
輸
設
用
担
{
河
川
用
)
戸

大
糊
鏡
石
轍
迭
酎
(
事
用
舶
)
」

製

鋼

姐

}

分
塊
工
場
及
び
灼
熱
盟
十

居

錨

島

理

設

備

」

高
合
会
鋼
仕
上
設
備

座

延

設

備

七
E
d
F

E 

競

'li 

事

九

O
M沖

八
五
#

ノ、
O 
A ノ
/。

宍 t
00  
0/0/ 
/0' /'" 



ヰ
ホ
閤
輯
鋼
業
医
於
け
る
緑
済
力
の
集
中

第39表アメりカ織鋼勢働者賞質賃金

年 衣 |生計費欄|時間賃金欄

1939 97 100 

40 U8 101 ¥ 

41 102 114 

42 113 126 

43 120 136 

44 122 143 

45 125 149 

46 13u 100 

47 ]55 17~み

48 167 192 

49 lG，j 201 

1950.1 163 203 

5 164 2Cヲ

9 169 208 

し
か
ら
ば
勢
倒
者
の
物
府
晶
状
態
に
は
何
如
な
る
影
響
亀
一
え
た
か
。

公
式
緋
計
で
は
散
後
努
働
者
三
首
質
賃
金
は
上
昇
し
て
い
る
。
(
静
一
一
一
九

表
)
し
か
し
こ
こ
に
算
定
さ
れ
仁
貴
闘
賃
金
の
基
準
h
る
生
許
費
指
数
ば

鞍
後
イ
ン
フ
レ
に
よ
る
そ
の
上
昇
を
温
少
許
慣
し
て
い
る
。
ス
ミ
ッ
ー
の

計
算
で
は
一
九
四
八
年
木
賀
野
賃
金
は
紘
一
一
剛
の
そ
れ
に
比
較
し
一
三
一
%
の

低
下
を
示
し
て
い
る
。
(
第
四

O
表
参
照
)
更
に
へ

l
ラ

1
覇
地
算
週
支
出

と
鎖
倒
相
官
賛
の
比
較
か
ら
こ
の
鮪
を
検
討
す
れ
ば
弘
、
戦
時
職
後
を
通
じ
て

鏡
銅
賢
働
者
の
状
態
は
第
四
一
表
に
一
目
さ
れ
る
通
、
り
、
へ

l
ラ

1
強
算
の

水
準
に
ま
で
賃
金
炉
建
じ
た
こ
と
は
な
い
。
そ
の
傍
公
式
統
計
に
よ
れ
ば

生
計
費
は
檀
遣
い
扶
態
で
時
間
賃
金
『
平
の
上
昇
か
与
官
質
賃
金
は
著
し
く

高
く
な
っ
で
い
る
。
仁
が
U
E
(
長
米
電
機
勢
組
)
生
計
費
指
数
に
よ
っ

第

七

十

巷

五
回

1948年末に於吋る織鯛
商業買質賃指数

第40表

7

4

4

4

 

2

8

0

6

 

9

1

1

7

 

金

に

賃

数
質

措

)

賀

)

)

計

金

協

る

附

峨

生

賞

百
ヒ
ロ
ワ
百
三
霊

団
応
閣
制
一
山
間

岳
山
政
A

B

E
る

質

指

修

よ

間

曲

賞

が

時

計

ト

的

生

ツ

国

表

ミ

名

公

ス

第

強

五
回

鏡銅勢働者酒賃金と週浸出

よf 度 |週支出(ドル)i霊鋼室働37
1939 .4~ ，29 29.4 

1941 42.78 37.1 

1945 59.19 55.4 

1946 68.77 47.4 

1947 74.89 58.4 

1948 79.00 63.7 

第41衰

て
算
定
す
れ
ば
償
制
州
勢
岡
山
者
由
貿
質
賃
金
は
鞍
前
に
比
較
し
で
伺
一
五
%

以
ト
偲
'
¥
州
伺
E
Y

賃
金
聞
の
ジ
ェ

v
は
致
問
に
比
較
し
で
著
し
く

大
き
〈
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